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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0）

1.0-44,45

添付書類八との記載整合のため，以下の記載を適正化した。（下線部参照）

（旧）添付書類八 1.6.1.2火災発生防止
（新）添付書類八 1.6.1.2火災発生防止に係る設計方針

2

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0-48 同上

3

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0）

1.0-92

他条文資料更新に伴う資料間の整合のため，以下の記載を適正化した。（下
線部参照）

（旧）
蒸気発生器２次側からの除熱による発電用原子炉の冷却機能が回復

（新）
２次冷却設備からの除熱による発電用原子炉の冷却機能が回復

技術的能力1.2まとめ資料での変更に伴う
反映

4

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0-97 同上 同上

5

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0）

1.0-94

技術的能力1.2との記載整合及び大飯審査実績の反映のため，以下の記載を
適正化した。(下線部参照）

（旧）
設計基準事故対処設備である２次冷却設備からの除熱による発電用原子炉の
冷却に使用する設備が機能喪失した場合は，１次冷却系のフィードアンドブ
リードを行う。

（新）
蒸気発生器２次側からの除熱による発電用原子炉の冷却を優先し，蒸気発生
器２次側からの除熱機能が喪失した場合は，１次冷却系のフィードアンドブ
リードを行う。

6

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0-100 同上

技術的能力 1.0 重大事故等対策における共通事項
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

7

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0）

1.0-96

他条文資料更新に伴う資料間の整合のため，以下の記載を適正化した。（下
線部参照）

（旧）
蒸気発生器２次側からの除熱による発電用原子炉の冷却機能が回復

（新）
２次冷却設備からの除熱による発電用原子炉の冷却機能が回復

技術的能力1.3まとめ資料での変更に伴う
反映

8

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0-103 同上 同上

9

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0）

1.0-99

資料内の記載整合のため，以下の記載を適正化した。(下線部参照）

（旧）蒸気発生器の除熱機能が喪失した場合は，
（新）蒸気発生器２次側からの除熱機能が喪失した場合は，

10

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0-107 同上

11

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0）

1.0-101

技術的能力1.3との記載整合のため，以下の記載表現を修正した。（下線部
参照）

（旧）
遠隔駆動機構による操作場所及び操作場所へのアクセスルートは，インター
フェイスシステムLOCAにより漏えいが発生する機器からの溢水，並びに溢水
によって悪化した雰囲気温度の影響を受けなく，また放射線の影響が少ない
場所とし，溢水影響がないようにする。

（新）
遠隔駆動機構による操作場所及び操作場所への通路部は，インターフェイス
システムLOCAにより漏えいが発生する機器からの溢水の影響及び溢水によっ
て悪化した雰囲気温度の影響を受けず，放射線の影響が少ない場所とする。

12

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0-110 同上
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

13

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0）

1.0-106

技術的能力1.4との記載整合のため，以下の記載を適正化した。（下線部参
照）

（旧）
次にＢ－充てんポンプ（自己冷却）を使用する。可搬型大型送水ポンプ車は
使用準備に時間を要することから，あらかじめ可搬型大型送水ポンプ車の準
備を開始するとともに，使用可能であれば自主対策設備であるＢ－格納容器
スプレイポンプ等を使用する。

（新）
次にＢ－充てんポンプ（自己冷却）を使用する。可搬型大型送水ポンプ車は
使用準備に時間を要することから，あらかじめ可搬型大型送水ポンプ車の準
備を開始するとともに，使用可能であれば自主対策設備であるＢ－格納容器
スプレイポンプ（自己冷却）（RHRS-CSS連絡ライン使用）等を使用する。

14

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0-115 同上

15

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0）

1.0-123,124,126,127

技術的能力1.7及び1.8との記載整合のため，以下の記載を適正化した。（下
線部参照）

（旧）交流動力電源及び原子炉補機冷却機能　健全
（新）交流動力電源及び原子炉補機冷却機能健全

16

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0-137,139,141,142 同上

17

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0）

1.0-124,126,128

他条文資料更新に伴う資料間の整合のため，以下の記載を適正化した。（下
線部参照）

（旧）全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能　喪失
（新）全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失

技術的能力1.7及び1.8まとめ資料での変
更に伴う反映

18

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0-138,139,141,142 同上 同上
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

19

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0）

1.0-127,128

技術的能力1.8との記載整合のため，以下の記載を適正化した。（下線部参
照）

（旧）溶融炉心の格納容器下部への落下遅延・防止
（新）溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下遅延・防止

20

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0-142 同上

21

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0） 1.0-129

他条文資料更新に伴う資料間の整合のため，以下の記載を適正化した。（下
線部参照）

（旧）
交流動力電源及び原子炉補機冷却機能健全又は全交流動力電源若しくは原子
炉補機冷却機能喪失時に炉心の著しい損傷が発生した場合，

（新）
交流動力電源及び原子炉補機冷却機能健全又は全交流動力電源喪失若しくは
原子炉補機冷却機能喪失時に炉心の著しい損傷が発生した場合，

技術的能力1.8まとめ資料での変更に伴う
反映

22

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0-144 同上 同上

23

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0）

1.0-131

「重大事故等時の対応手段の選択」欄の誤記訂正

（旧）以上
（新）以下

（旧）優先
（新）使用

24

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0-147 同上

25

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0）

1.0-132

技術的能力1.10との記載整合のため，以下の記載を適正化した。（下線部参
照）

（旧）全交流動力電源喪失又は常設直流電源が喪失した場合は，
（新）全交流動力電源又は常設直流電源が喪失した場合は，
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

26

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0-148 同上

27

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0） 1.0-135

技術的能力1.11との記載整合のため，以下の記載を適正化した。（下線部参
照）

（旧）
全交流動力電源喪失又は直流電源が喪失した状況において使用済燃料ピット
の状態を監視するため，

（新）
全交流動力電源又は直流電源が喪失した状況において使用済燃料ピットの状
態を監視するため，

28

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0-152 同上

29

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0）

1.0-138

技術的能力1.13との記載整合のため，以下の記載を適正化した。（下線部参
照）

（旧）
設計基準事故の収束に必要な水源は，補助給水ピット及び燃料取替用水ピッ
トを確保する。
　想定される重大事故等に対処するための水源として，ほう酸タンク及び格
納容器再循環サンプを確保する。さらに，海を水源として確保する。

（新）
想定される重大事故等に対処するための水源として，設計基準事故の収束に
必要な水源である補助給水ピット及び燃料取替用水ピットに加えて，ほう酸
タンク及び格納容器再循環サンプを確保する。さらに，想定される重大事故
等の収束に必要な量の水を有する海を水源として確保する。

30

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0-157 同上

5/14 5



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

31

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0） 1.0-139

技術的能力1.13との記載整合のため，以下の記載を適正化した。（下線部参
照）

（旧）
ほう酸タンクを水源として，ほう酸ポンプ及び充てんポンプにより原子炉容
器へほう酸水を注水する。

（新）
ほう酸タンクを水源として，ほう酸ポンプ及び充てんポンプにより原子炉容
器へほう酸水を注入する。

32

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0-159 同上

33

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0）

1.0-143

泊の設備構成は大飯と同様であることから，「成立性」の欄については大飯
の審査実績を反映した。（下線部参照）

（旧）
所内常設蓄電式直流電源設備から給電されている24時間以内に，代替交流電
源等を用いて非常用所内電気設備又は代替所内電気設備へ十分な余裕を持っ
て直流電源設備へ給電する。

（新）
所内常設蓄電式直流電源設備から給電されている24時間以内に，常設代替交
流電源設備である代替非常用発電機により，十分な余裕を持って非常用直流
母線に繋ぎ込み給電する。

34

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0-169 同上

35

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0）

1.0-157,158

技術的能力1.19との記載整合のため，「対応手段等」欄及び「配慮すべき事
項」欄の記載を適正化した。（下線部参照）

（旧）発電所内との通信連絡
（新）発電所内の通信連絡

（旧）発電所外（社内外）の通信連絡
（新）発電所外（社内外）との通信連絡
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36

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0-183,185 同上

37

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0） 1.0-160

技術的能力1.8との記載整合のため，以下の記載を適正化した。（下線部参
照）

（旧）
代替格納容器スプレイポンプによる原子炉格納容器下部への注水（交流動力
電源及び原子炉補機冷却機能が健全である場合）

（新）
代替格納容器スプレイポンプによる原子炉格納容器下部への注水（交流動力
電源及び原子炉補機冷却機能健全時）

38

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0） 1.0-191 同上

39

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0） 1.0-160

他条文資料更新に伴う資料間の整合のため，以下の記載を適正化した。（下
線部参照）

（旧）
代替格納容器スプレイポンプによる原子炉格納容器下部への注水（全交流動
力電源又は原子炉補機冷却機能喪失時）

（新）
代替格納容器スプレイポンプによる原子炉格納容器下部への注水（全交流動
力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失時）

技術的能力1.8まとめ資料での変更に伴う
反映

40

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0-191 同上
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41

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0）

1.0-161

技術的能力1.13との記載整合のため，以下の記載を適正化した。（下線部参
照）

【技術的能力1.13】
対応手段：燃料取替用水ピットを水源とした代替格納容器スプレイポンプに
よる原子炉容器への注水，燃料取替用水ピットを水源とした充てんポンプに
よる原子炉容器への注水，燃料取替用水ピットを水源としたＢ－格納容器ス
プレイポンプによる原子炉容器への注水

（旧）1.4と同様
（新）1.4及び1.8と同様

42

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0-193 同上

43

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0）

1.0-161

技術的能力1.0　第２表内の記載統一のため，以下の記載を適正化した。
（下線部参照）
対応手段の名称，要員，要員数，想定時間，操作手順が同じである「燃料取
替用水ピットを水源とした代替格納容器スプレイポンプによる原子炉格納容
器内へのスプレイ」について，1つの欄に統合した。

【技術的能力1.13】
対応手段：燃料取替用水ピットを水源とした代替格納容器スプレイポンプに
よる原子炉格納容器内へのスプレイ

（旧）1.6と同様
（新）1.6及び1.7と同様

（旧）
対応手段：燃料取替用水ピットを水源とした代替格納容器スプレイポンプに
よる原子炉格納容器内へのスプレイ
要員・要員数・想定時間欄：1.7と同様
（新）削除

44

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0-193 同上
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45

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0）

1.0.7-24,25

他条文資料更新に伴う資料間の整合のため，「13.格納容器バイパス（蒸気
発生器伝熱管破損時に破損側蒸気発生器の隔離に失敗する事故）」の「解析
上の対応手順の概要フロー」に下線部を追加。

※4　破損側蒸気発生器の減圧継続判断は以下で確認。
　　破損側蒸気発生器水位及び圧力，加圧器水位及び圧力
　　（主蒸気安全弁開固着による減圧継続に対して講じ得る処置
　　　：現場でのハンマリング）

有効性評価資料での変更に伴う反映

46

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0.7-35,36 同上

47

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0） 1.0.14-1～31

他条文資料更新に伴う資料間の整合のため，以下の記載を適正化した。（下
線部参照）

（旧）
大破断LOCA時に低圧注入機能，高圧注入機能及び格納容器スプレイ注入機能
が喪失する事故

（新）
大破断LOCA時に低圧注入機能，高圧注入機能及び格納容器スプレイ再循環機
能が喪失する事故

有効性評価資料での変更に伴う反映

48

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0） 1.0.14-2～33 同上 同上

49

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0）

1.0.14-15～17

他条文資料更新に伴う資料間の整合のため，以下の記載を適正化した。（下
線部参照）

（旧）全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能喪失時
（新）全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失時

技術的能力1.7及び1.8まとめ資料での変
更に伴う反映

50

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0.14-16～18 同上 同上
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51

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0）

1.0.14-18

他条文資料更新に伴う資料間の整合のため，「可搬型格納容器内水素濃度計
測ユニットによる原子炉格納容器内の水素濃度監視」の「設備」欄につい
て，適正化した。（下線部参照）

（旧）
可搬型格納容器内水素濃度計測ユニット，可搬型ガスサンプル冷却器用冷却
ポンプ，可搬型代替ガスサンプリング圧縮装置，可搬型大型送水ポンプ車，
ホース延長・回収車（送水車用），可搬型ホース・接続口，格納容器空気サ
ンプルライン隔離弁操作用可搬型窒素ガスボンベ，ホース・弁，格納容器雰
囲気ガスサンプリング圧縮装置，格納容器雰囲気ガス試料採取設備，格納容
器雰囲気ガス試料採取設備配管・弁，圧縮空気設備（制御用圧縮空気設備）
配管・弁，原子炉補機冷却設備（原子炉補機冷却水設備）配管・弁，非常用
取水設備，常設代替交流電源設備，可搬型代替交流電源設備，代替所内電気
設備，燃料補給設備，所内常設蓄電式直流電源設備

（新）
可搬型格納容器内水素濃度計測ユニット，可搬型ガスサンプル冷却器用冷却
ポンプ，可搬型代替ガスサンプリング圧縮装置，可搬型大型送水ポンプ車，
ホース延長・回収車（送水車用），可搬型ホース・接続口，格納容器空気サ
ンプルライン隔離弁操作用可搬型窒素ガスボンベ，ホース・弁，格納容器雰
囲気ガス試料採取設備，格納容器雰囲気ガス試料採取設備配管・弁，圧縮空
気設備（制御用圧縮空気設備）配管・弁，原子炉補機冷却設備（原子炉補機
冷却水設備）配管・弁，非常用取水設備，常設代替交流電源設備，可搬型代
替交流電源設備，代替所内電気設備，燃料補給設備，所内常設蓄電式直流電
源設備

技術的能力1.9まとめ資料での変更に伴う
反映

52

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0.14-19 同上 同上

10/14 10



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

53

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0）

1.0.14-18

他条文資料更新に伴う資料間の整合のため，「ガス分析計による原子炉格納
容器内の水素濃度監視」の「設備」欄について，適正化した。（下線部参
照）

（旧）
ガス分析計，可搬型ガスサンプル冷却器用冷却ポンプ，可搬型代替ガスサン
プリング圧縮装置，可搬型大型送水ポンプ車，ホース延長・回収車（送水車
用），可搬型ホース・接続口，格納容器空気サンプルライン隔離弁操作用可
搬型窒素ガスボンベ，ホース・弁，格納容器雰囲気ガスサンプリング圧縮装
置，格納容器雰囲気ガス試料採取設備，格納容器雰囲気ガス試料採取設備配
管・弁，圧縮空気設備（制御用圧縮空気設備）配管・弁，原子炉補機冷却設
備（原子炉補機冷却水設備）配管・弁，非常用取水設備，非常用交流電源設
備，常設代替交流電源設備，燃料補給設備

（新）
ガス分析計，可搬型ガスサンプル冷却器用冷却ポンプ，可搬型代替ガスサン
プリング圧縮装置，可搬型大型送水ポンプ車，ホース延長・回収車（送水車
用），可搬型ホース・接続口，格納容器空気サンプルライン隔離弁操作用可
搬型窒素ガスボンベ，ホース・弁，格納容器雰囲気ガス試料採取設備，格納
容器雰囲気ガス試料採取設備配管・弁，圧縮空気設備（制御用圧縮空気設
備）配管・弁，原子炉補機冷却設備（原子炉補機冷却水設備）配管・弁，非
常用取水設備，非常用交流電源設備，常設代替交流電源設備，燃料補給設備

技術的能力1.9まとめ資料での変更に伴う
反映

54

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0.14-19 同上 同上

55

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0）

1.0.14-25

他条文資料更新に伴う資料間の整合のため，「燃料取替用水ピットから補助
給水ピットへの切替え（原子炉容器への注水中の場合）」の「設備」欄につ
いて，適正化した。（下線部参照）

（旧）
燃料取替用水ピット，補助給水ピット，代替格納容器スプレイポンプ，２次
冷却設備（補助給水設備）配管・弁，非常用炉心冷却設備配管・弁，非常用
炉心冷却設備（低圧注入系）配管・弁，原子炉格納容器スプレイ設備配管・
弁，原子炉容器，１次冷却設備，非常用交流電源設備，常設代替交流電源設
備，可搬型代替交流電源設備，代替所内電気設備

（新）
燃料取替用水ピット，補助給水ピット，代替格納容器スプレイポンプ，２次
冷却設備（補助給水設備）配管・弁，非常用炉心冷却設備配管・弁，原子炉
格納容器スプレイ設備配管・弁

技術的能力1.13まとめ資料での変更に伴
う反映

11/14 11



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

56

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0.14-26 同上 同上

57

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0）

1.0.14-25

他条文資料更新に伴う資料間の整合のため，「燃料取替用水ピットから補助
給水ピットへの切替え（原子炉格納容器内へのスプレイ中の場合）」の「設
備」欄について，適正化した。（下線部参照）

（旧）
燃料取替用水ピット，補助給水ピット，代替格納容器スプレイポンプ，２次
冷却設備（補助給水設備）配管・弁，非常用炉心冷却設備配管・弁，原子炉
格納容器スプレイ設備配管・弁，スプレイノズル，スプレイリング，原子炉
格納容器，非常用交流電源設備，常設代替交流電源設備，可搬型代替交流電
源設備，代替所内電気設備

（新）
燃料取替用水ピット，補助給水ピット，代替格納容器スプレイポンプ，２次
冷却設備（補助給水設備）配管・弁，非常用炉心冷却設備配管・弁，原子炉
格納容器スプレイ設備配管・弁

技術的能力1.13まとめ資料での変更に伴
う反映

58

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0.14-26 同上 同上

59

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0）

1.0.14-25

他条文資料更新に伴う資料間の整合のため，「燃料取替用水ピットから１次
系純水タンク及びほう酸タンクへの切替え」の「設備」欄について，適正化
した。（下線部参照）

（旧）
１次系純水タンク，１次系補給水ポンプ，ほう酸タンク，ほう酸ポンプ，充
てんポンプ，燃料取替用水ピット，再生熱交換器，給水処理設備配管・弁，
化学体積制御設備配管・弁，非常用炉心冷却設備配管・弁，１次冷却設備，
原子炉容器，常用電源設備，非常用交流電源設備，常設代替交流電源設備，
所内常設蓄電式直流電源設備

（新）
１次系純水タンク，１次系補給水ポンプ，ほう酸タンク，ほう酸ポンプ，充
てんポンプ，燃料取替用水ピット，給水処理設備配管・弁，化学体積制御設
備配管・弁，非常用炉心冷却設備配管・弁

技術的能力1.13まとめ資料での変更に伴
う反映

12/14 12



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

60

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0.14-26 同上 同上

61

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0）

1.0.14-25

他条文資料更新に伴う資料間の整合のため，「電動補助給水ポンプ又はター
ビン動補助給水ポンプによる蒸気発生器への注水時の水源の切替え」の「設
備」欄について，適正化した。（下線部参照）

（旧）
補助給水ピット，２次系純水タンク，電動補助給水ポンプ，タービン動補助
給水ポンプ，２次冷却設備（給水設備）配管，２次冷却設備（補助給水設
備）配管・弁，蒸気発生器，給水処理設備配管・弁，非常用交流電源設備，
常設代替交流電源設備，所内常設蓄電式直流電源設備

（新）
補助給水ピット，２次系純水タンク，電動補助給水ポンプ，タービン動補助
給水ポンプ，２次冷却設備（補助給水設備）配管・弁，給水処理設備配管・
弁

技術的能力1.13まとめ資料での変更に伴
う反映

62

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0.14-26 同上 同上

63

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0）

1.0.14-36

他条文資料更新に伴う資料間の整合のため，記載を適正化した。（下線部参
照）

表２　技術的能力対応手段と運転手順等比較表（5/20）「機能喪失を想定す
る設計基準事故対処設備」欄

（旧）
＜１次冷却材喪失事象が発生していない場合＞
全交流動力電源

（新）
＜１次冷却材喪失事象が発生していない場合＞
全交流動力電源又は原子炉補機冷却設備

技術的能力1.4まとめ資料での変更に伴う
反映

64

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0.14-38 同上 同上

13/14 13



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

65

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0）

1.0.14-39,40

技術的能力1.7及び1.8との記載整合のため，以下の記載を適正化した。（下
線部参照）

（旧）交流動力電源及び原子炉補機冷却機能　健全
（新）交流動力電源及び原子炉補機冷却機能健全

66

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0.14-41,42 同上

67

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0）

1.0.14-39,40

他条文資料更新に伴う資料間の整合のため，以下の記載を適正化した。（下
線部参照）

（旧）全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能　喪失
（新）全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失

技術的能力1.7，1.8まとめ資料での変更
に伴う反映

68

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0.14-41,42 同上 同上

14/14 14



泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100
r.12.0）

1.0.2-別紙34-4～9,14,17

第９条における使用済燃料ピットのスロッシング評価を踏まえて反映するとしてい
た箇所の追而を解消しました。
なお，使用済燃料ピットのスロッシングによる溢水量に変更が無いことから，追而
解消箇所の記載変更はありません。

2

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料　比較表
1.0　重大事故等対策における共通事項（SAT100-9
r.11.0）

1.0.2-別紙34-7～12,17,20

同上

技術的能力 1.0 重大事故等対策における共通事項（可搬型重大事故等対処設備保管場所及びアクセスルート）

1/1 15



泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするた
めの手順等（SAT101 r.11.0）

1.1-18

条文内整合のため記載を追記した。（下線部参照）

（旧）：① 発電課長（当直）は，手順着手の判断基準に基づき運転員
に・・・
（新）：① 発電課長（当直）は，手順着手の判断基準に基づき，運転員
に・・・

2

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするた
めの手順等（SAT101-9 r.10.0）

1.1-17 同上

技術的能力 1.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための手順等

1/1 16



泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT102 r.15.0） 1.2-63

条文間整合のため，記載を追記した。（下線部参照）

（旧）
また，代替非常用発電機への燃料補給の手順については，1.14.2.4「燃料の
補給手順」にて整備する。
（新）
また，代替非常用発電機への燃料補給の手順については，「1.14 電源の確
保に関する手順等」のうち，1.14.2.4「燃料の補給手順」にて整備する。

2

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT102-9 r.14.0）

1.2-61 同上

技術的能力 1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手
順等（SAT103 r.14.0） 1.3-12,14,48

技術的能力1.2と整合させ，記載を適正化（下線部参照）

（旧）高圧注入ポンプの故障により発電用原子炉へ注水できない場合
（新）高圧注入ポンプの故障等により発電用原子炉へ注水できない場合

（旧）補助給水ポンプの故障により蒸気発生器への注水ができない場合
（新）補助給水ポンプの故障等により蒸気発生器への注水ができない場合

2

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手
順等（SAT103-9 r.13.0）

1.3-10,11,41 同上

3

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手
順等（SAT103 r.14.0）

1.3-27,38

設計基準事故対処設備が有する機能について記載している箇所のため，記載
を適正化（下線部参照）

（旧）蒸気発生器２次側からの除熱を用いた１次冷却系の減圧
（新）２次冷却設備からの除熱を用いた１次冷却系の減圧

4

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手
順等（SAT103-9 r.13.0）

1.3-23,33 同上

5

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手
順等（SAT103 r.14.0）

1.3-32

条文内整合のため，記載順序を入替え（下線部参照）

（旧）弁・ホース
（新）ホース・弁

6

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手
順等（SAT103-9 r.13.0）

1.3-27 同上

技術的能力 1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順等
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

7

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手
順等（SAT103 r.14.0）

1.3-49

条文内及び技術的能力1.2と整合させ，記載を適正化（下線部参照）

（旧）高圧注入ポンプの故障により運転できない場合
（新）高圧注入ポンプが故障等により運転できない場合

8

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手
順等（SAT103-9 r.13.0）

1.3-42 同上

9

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手
順等（SAT103 r.14.0）

1.3-70

誤記訂正（下線部参照）

（旧）フロントライン系機能喪失時の対応手段
（新）フロントライン系故障時の対応手段

10

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手
順等（SAT103-9 r.13.0）

1.3-69 同上

11

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手
順等（SAT103 r.14.0） 1.3-83

条文間整合のため，記載を追記した。（下線部参照）

（旧）
また，代替非常用発電機への燃料補給の手順については，1.14.2.4「燃料の
補給手順」にて整備する。
（新）
また，代替非常用発電機への燃料補給の手順については，「1.14 電源の確
保に関する手順等」のうち，1.14.2.4「燃料の補給手順」にて整備する。

12

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手
順等（SAT103-9 r.13.0）

1.3-81 同上
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

13

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手
順等（SAT103 r.14.0）

1.3-116

誤記訂正

「第1.3.4図　加圧器補助スプレイ弁による原子炉冷却材圧力バウンダリの
減圧
概要図」において，逆止弁の向きを修正した。

14

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手
順等（SAT103-9 r.13.0）

1.3-112 同上

15

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手
順等（SAT103 r.14.0） 1.3-126,132

誤記訂正
以下の概要図において，原子炉格納容器内制御用空気供給ラインの電動弁開
閉表示を適正化した。
・第1.3.14図　加圧器逃がし弁による１次冷却系の減圧　概要図（高圧溶融
物放出／格納容器雰囲気直接加熱の防止）
・第1.3.20図　加圧器逃がし弁による原子炉冷却材圧力バウンダリの減圧
概要図

（旧）閉表示
（新）開表示

16

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手
順等（SAT103-9 r.13.0）

1.3-126,135 同上
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

17

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手
順等（SAT103 r.14.0）

1.3-128,129

条文内で整合を図り，記載を適正化した。
第1.3.16図タイムチャート及び第1.3.17図フローチャートについて，タイム
チャートの「手順の項目」及び図のタイトルを適正化した。（下線部参照）

タイムチャート「手順の項目」
（旧）蒸気発生器伝熱管破損発生時減圧継続の手順
（新）蒸気発生器伝熱管破損発生時減圧継続の対応手順

タイムチャート　タイトル
（旧）第1.3.16図　蒸気発生器伝熱管破損発生時の手順
（新）第1.3.16図　蒸気発生器伝熱管破損発生時減圧継続の対応手順

フローチャート　タイトル
（旧）第1.3.17図　蒸気発生器伝熱管破損発生時の対応手順
（新）第1.3.17図　蒸気発生器伝熱管破損発生時減圧継続の対応手順

18

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手
順等（SAT103-9 r.13.0）

1.3-130,131 同上

19

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手
順等（SAT103 r.14.0）

1.3-129

第1.3.17図　蒸気発生器伝熱管破損発生時減圧継続の対応手順

有効性評価7.1.8　格納容器バイパスまとめ資料のフロー図と整合させた。
修正箇所は下記の通り。（下線部参照）

（旧）
※４　破損側蒸気発生器の減圧継続判断は以下で確認。
       破損側蒸気発生器水位及び圧力，加圧器水位及び圧力
（新）
※４　破損側蒸気発生器の減圧継続判断は以下で確認。
       破損側蒸気発生器水位及び圧力，加圧器水位及び圧力
（主蒸気安全弁開固着による減圧継続に対して講じ得る処置：現場でのハン
マリング）

20

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手
順等（SAT103-9 r.13.0）

1.3-131 同上
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

21

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手
順等（SAT103 r.14.0）

1.3-130

条文内整合及び記載の適正化
第1.3.18図タイムチャートについて，タイムチャートの「手順の項目」及び
図のタイトルを適正化し，重複記載となっていた注記「※5」を削除し，付
番を修正した。（下線部参照）

タイムチャートの「手順の項目」及びタイトル
（旧）インターフェイスシステムLOCA発生時の手順
（新）インターフェイスシステムLOCA発生時の対応手順

重複記載となっていた注記「※5」を削除
（旧）
※4：中央制御室から機器操作場所までの移動時間及び機器の操作時間に余
裕を見込んだ時間
※5：機器の操作時間に余裕を見込んだ時間
（新）
※4：中央制御室から機器操作場所までの移動時間及び機器の操作時間に余
裕を見込んだ時間

注記の付番修正

（旧）破損系列の余熱除去系隔離操作※5

（新）破損系列の余熱除去系隔離操作※4

22

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手
順等（SAT103-9 r.13.0）

1.3-133 同上

23

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手
順等（SAT103 r.14.0）

1.3-146

添付資料1.3.3　自主対策設備仕様

本文の記載と整合させ，「体積制御タンク」の設備仕様を追記した。

24

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手
順等（SAT103-9 r.13.0）

1.3-150 同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-12

誤記訂正（下線部参照）

（旧）全交流動力電源喪失時とLOCA事象が重畳する場合の対応操作について
（新）全交流動力電源喪失とLOCA事象が重畳する場合の対応操作について

2

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-9 同上

3

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-21

条文内整合のため，概要の記載を適正化した。（下線部参照）

（旧）
１次冷却材喪失事象の発生は，加圧器水位，圧力の低下，原子炉格納容器内
温度，圧力の上昇，格納容器サンプ水位の上昇，凝縮液量測定装置の水位上
昇及び原子炉格納容器内の放射線モニタの指示値上昇等により判断する。
（新）
１次冷却材喪失事象の発生は，加圧器水位，圧力の低下，原子炉格納容器内
温度，圧力の上昇，格納容器サンプ水位の上昇，凝縮液量測定装置の水位上
昇，原子炉格納容器内の放射線モニタの指示値上昇等により判断する。

4

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-15 同上

5

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-27

条文内整合のため，注記の記載を適正化した。（下線部参照）

（旧）
※４ 再循環運転：設計基準事故対処設備で，原子炉格納容器に溜まった水
を発電用原子炉へ注水する手段をいう。
（新）
※４ 再循環運転：設計基準事故対処設備で，原子炉格納容器内に溜まった
水を原子炉容器へ注水する手段をいう。

6

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-21 同上

技術的能力 1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等
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7

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0） 1.4-32

条文内整合のため，自主対策設備として位置付ける理由について適正化し
た。（下線部参照）

（旧）
補給水供給設備である１次系純水タンク及び１次系補給水ポンプは耐震性が
ないものの，１次系純水タンク及び１次系補給水ポンプが健全であれば燃料
取替用水ピットの代替手段として有効である。
（新）
原子炉補給系の補給水供給設備である１次系純水タンク及び１次系補給水ポ
ンプは耐震性がないものの，１次系純水タンク及び１次系補給水ポンプが健
全であれば燃料取替用水ピットの代替手段として有効である。

8

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-24
同上
上記修正に伴い，相違理由を削除した。

9

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-42,90

誤記訂正（下線部参照）
第1.4.1表の整理のとおり，「原子炉補機冷却設備（原子炉補機冷却水設
備）配管・弁」は重大事故等対処設備として位置付けているため，重大事故
等対処設備（設計基準拡張）側の設備名称を削除した。

（旧）
復旧で使用する設備のうち，・・・原子炉補機冷却設備（原子炉補機冷却水
設備）配管・弁，・・・は重大事故等対処設備として位置付ける。
また，・・・非常用炉心冷却設備（高圧注入系）配管・弁，原子炉補機冷却
設備（原子炉補機冷却水設備）配管・弁，１次冷却設備・・・は重大事故等
対処設備（設計基準拡張）として位置付ける。
（新）
復旧で使用する設備のうち，・・・原子炉補機冷却設備（原子炉補機冷却水
設備）配管・弁，・・・は重大事故等対処設備として位置付ける。
また，・・・非常用炉心冷却設備（高圧注入系）配管・弁，１次冷却設
備・・・は重大事故等対処設備（設計基準拡張）として位置付ける。

10

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-31,69 同上

11

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-42

脱字訂正（下線部参照）

（旧）
また，重大事故等対処設備である代替格納容器スプレイポンプのバックアッ
プであり・・・
（新）
また，重大事故等対処設備である代替格納容器スプレイポンプ等のバック
アップであり・・・
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12

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-32 同上

13

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-46,228,229

「ｂ．１次冷却材喪失事象が発生していない場合の対応手段及び設備」
１次冷却材喪失事象が発生していない場合におけるサポート系故障の想定
は，「全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失」であるため，条文
内整合及び玄海審査実績を踏まえ，「原子炉補機冷却機能喪失」を追記し
た。（下線部参照）

（旧）また，サポート系故障として全交流動力電源喪失を想定する。
（新）また，サポート系故障として全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却
機能喪失を想定する。

また，1.4.1表(11/22,12/22）の「機能喪失を想定する設計基準事故対処設
備に「原子炉補機冷却設備」を追記した。

14

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-36,209,210

同上
上記修正に伴い，相違理由を修正した。
また，比較のため，大飯欄に玄海3/4号炉 技術的能力1.4の記載を引用し
た。

15

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-49

条文内整合のため，「対応手段及び設備」の記載を適正化した。（下線部参
照）

（旧）原水槽を水源とした可搬型大型送水ポンプ車による蒸気発生器への注
水

（新）原水槽を水源とした可搬型大型送水ポンプ車による蒸気発生器への注
水で使用する設備は以下のとおり。

16

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-38 同上

17

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0） 1.4-49,85

条文内の整合を図り，「対応手段及び設備」の重複記載を適正化した。（下
線部参照）

（旧）
蒸気発生器２次側からの除熱による発電用原子炉の冷却により発電用原子炉
を冷却する手段がある。
（新）
蒸気発生器２次側からの除熱により発電用原子炉を冷却する手段がある。
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18

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-38,66 同上

19

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-70

条文内の整合を図り，「対応手段及び設備」の記載を適正化した。（下線部
参照）

（旧）
タービンバイパス弁による蒸気放出により発電用原子炉を冷却する手段があ
る。
（新）
タービンバイパス弁による蒸気放出で使用する設備は以下のとおり。

20

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-55 同上

21

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-93

条文内整合のため，「手順着手の判断基準」の記載を適正化した。（下線部
参照）

（旧）
ⅰ．手順着手の判断基準
１次冷却材喪失事象が発生後，１系統以上の非常用炉心冷却設備による原子
炉容器への注水を高圧注入流量及び低圧注入流量等により確認できない場合
（新）
ⅰ．手順着手の判断基準
１次冷却材喪失事象が発生後，１系統以上の非常用炉心冷却設備による原子
炉容器への注水を高圧注入流量，低圧注入流量等により確認できない場合

22

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-73 同上
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23

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0） 1.4-103,172

条文内整合のため，操作手順の記載を適正化した。（下線部参照）

（旧）
① 発電課長（当直）は，手順着手の判断基準に基づき
（新）
① 発電課長（当直）は，手順着手の判断基準に基づき，

24

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-87,153
同上
上記修正に伴い，相違理由を追記した。

25

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-105

条文間整合のため，操作手順の句点を適正化した。（下線部参照）

（旧）
災害対策要員は，現場で可搬型大型送水ポンプ車の運転状態を継続して監視
し，定格負荷運転時における給油間隔を目安に燃料の補給を実施する。（燃
料を補給しない場合，可搬型大型送水ポンプ車は約5.5時間の運転が可
能。）
（新）
災害対策要員は，現場で可搬型大型送水ポンプ車の運転状態を継続して監視
し，定格負荷運転時における給油間隔を目安に燃料の補給を実施する（燃料
を補給しない場合，可搬型大型送水ポンプ車は約5.5時間の運転が可能）。

26

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-89 同上

27

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-114

操作手順の脱字修正（下線部参照）

（旧）運転員は，
（新）運転員（中央制御室）Ａは，

28

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-96 同上
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29

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-116

「手順着手の判断基準」の脱字修正（下線部参照）

（旧）
ⅰ．手順着手の判断基準
余熱除去ポンプ，高圧注入ポンプ及び格納容器スプレイポンプによる再循環
運転で原子炉容器へ注水を行っている場合に，格納容器再循環サンプ水位の
低下，ポンプの流量低下，ポンプ出口圧力，電動機電流の変動又は低下等格
納容器再循環サンプスクリーン閉塞の兆候を確認した場合。
（新）
ⅰ．手順着手の判断基準
余熱除去ポンプ，高圧注入ポンプ及び格納容器スプレイポンプによる再循環
運転で原子炉容器へ注水を行っている場合に，格納容器再循環サンプ水位の
低下，ポンプの流量低下，ポンプ出口圧力，電動機電流の変動又は低下等に
より格納容器再循環サンプスクリーン閉塞の兆候を確認した場合。

30

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-97 同上

31

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-118

操作手順の記載表現を適正化した。（下線部参照）

（旧）
⑪運転員（中央制御室）Ａは，中央制御室で燃料取替用水ピットへの補給状
況を確認し，補給に成功している場合は，燃料取替用水ピット水位が３％以
下にならないように，高圧注入ポンプ，充てんポンプ又は代替炉心注水を断
続運転し原子炉容器への注水を継続する。
（新）
⑪運転員（中央制御室）Ａは，中央制御室で燃料取替用水ピットへの補給状
況を確認し，補給に成功している場合は，燃料取替用水ピット水位が３％以
下にならないように，高圧注入ポンプ若しくは充てんポンプを断続運転，又
は代替炉心注水により原子炉容器への注水を継続する。

32

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-98 同上

33

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-118,143

記載の適正化（下線部を削除）

（旧）原子炉格納容器水位
（新）格納容器水位
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34

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-98,127 同上

35

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-122

概要の誤記訂正（下線部参照）

（旧）
代替格納容器スプレイポンプの注入先を原子炉容器とする準備を行い・・・
（新）
代替格納容器スプレイポンプの注水先を原子炉容器とする準備を行い・・・

36

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-102 同上

37

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-132

目次と不整合となっていた手順の項目名称を誤記訂正した。（下線部参照）

（旧）(b) １次冷却材喪失事象時における再循環運転時に原子炉補機冷却機
能が喪失した場合
（新）(b) １次冷却材喪失時における再循環運転時に原子炉補機冷却機能が
喪失した場合

38

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-110 同上
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39

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-135,136,203,204

「1.4.2.1(2)d.，1.4.2.2(2)d.，1.4.2.3(2)f.復旧」の概要について，条文
内整合及び女川審査実績を踏まえ，誤記及び脱字修正するとともに，記載内
容を適正化した。

【Ｂ－充てんポンプ（自己冷却）による原子炉容器への注水」
（旧）
全交流動力電源喪失により，Ｂ－充てんポンプ（自己冷却）による原子炉容
器への注水ができない場合は，常設代替交流電源設備によりＢ－充てんポン
プの電源を復旧することで，Ｂ－充てんポンプにて原子炉容器へ注水する。
（新）
全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失により，充てんポンプによ
る原子炉容器への注水ができない場合は，常設代替交流電源設備によりＢ－
充てんポンプの電源を復旧し，自己冷却運転により冷却水を確保すること
で，Ｂ－充てんポンプにて原子炉容器へ注水する。

【可搬型大型送水ポンプ車を用いたＡ－高圧注入ポンプ（海水冷却）による
高圧代替再循環運転】
（旧）
全交流動力電源喪失により，Ａ－高圧注入ポンプ（海水冷却）による高圧代
替再循環運転にて原子炉容器への注水ができない場合は，常設代替交流電源
設備によりＡ－高圧注入ポンプの電源を復旧することで，可搬型大型送水ポ
ンプ車を用いたＡ－高圧注入ポンプ（海水冷却）による高圧代替再循環運転
にて原子炉容器へ注水する。
（新）
全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失により，高圧注入ポンプに
よる高圧代替再循環運転にて原子炉容器への注水ができない場合は，常設代
替交流電源設備によりＡ－高圧注入ポンプの電源を復旧し，代替補機冷却に
より冷却水を確保することで，可搬型大型送水ポンプ車を用いたＡ－高圧注
入ポンプ（海水冷却）による高圧代替再循環運転にて原子炉容器へ注水す
る。

40

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-114,115,179,180
同上
上記修正に伴い，相違理由を追記した。

41

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-141

条文内整合のため，記載を適正化した。（下線部参照）

（旧）概要図を第1.4.31図，第1.4.32図に示す。
（新）概要図を第1.4.31図及び第1.4.32図に示す。

42

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-120 同上
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43

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-142

条文内整合のため，操作手順の記載を適正化した。（下線部参照）

（旧）
⑦ 運転員（中央制御室）Ａは，中央制御室で原子炉格納容器への注水によ
り，残存溶融炉心を冷却して格納容器再循環ユニットによる格納容器内自然
対流冷却に影響しない上限の高さまで注水されたことを格納容器水位等によ
り確認すれば原子炉格納容器への注水を停止する。
（新）
⑦ 運転員（中央制御室）Ａは，中央制御室で原子炉格納容器内への注水に
より，残存溶融炉心を冷却して格納容器再循環ユニットによる格納容器内自
然対流冷却に影響しない上限の高さまで注水されたことを格納容器水位等に
より確認すれば原子炉格納容器内への注水を停止する。

44

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-121 同上

45

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-145

条文内及び条文間整合のため，SG直接給水用高圧ポンプにより蒸気発生器へ
注水した場合の蒸気発生器内水の塩分濃度及び不純物濃度の上昇対応につい
て概要に追記した。（下線部参照）

（旧）
(c) SG直接給水用高圧ポンプによる蒸気発生器への注水
１次冷却材喪失事象が発生していない場合で余熱除去設備である余熱除去ポ
ンプの故障等により崩壊熱除去機能が喪失した場合，SG直接給水用高圧ポン
プにより補助給水ピット水を蒸気発生器へ注水する。
（新）
(c) SG直接給水用高圧ポンプによる蒸気発生器への注水
１次冷却材喪失事象が発生していない場合で余熱除去設備である余熱除去ポ
ンプの故障等により崩壊熱除去機能が喪失した場合，SG直接給水用高圧ポン
プにより補助給水ピット水を蒸気発生器へ注水する。
なお，淡水又は海水を蒸気発生器へ注水する場合，蒸気発生器器内水の塩分
濃度及び不純物濃度が上昇するため，蒸気発生器ブローダウンラインにより
排水を行う。

46

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-130 同上
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47

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-149

概要の誤記修正（下線部参照）

（旧）
(a) 主蒸気逃がし弁による蒸気放出
１次冷却材喪失事象が発生していない場合に，余熱除去設備である余熱除去
ポンプの故障等により崩壊熱除去機能が喪失した場合，中央制御室にて主蒸
気逃がし弁を開操作して蒸気発生器２次側からの除熱を用いた発電用原子炉
の冷却を行う。
（新）
(a) 主蒸気逃がし弁による蒸気放出
１次冷却材喪失事象が発生していない場合に，余熱除去設備である余熱除去
ポンプの故障等により崩壊熱除去機能が喪失した場合，中央制御室にて主蒸
気逃がし弁を開操作して蒸気発生器２次側からの除熱による発電用原子炉の
冷却を行う。

48

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-133 同上

49

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-157

脱字訂正（下線部参照）

（旧）
ⅰ．手順着手の判断基準
全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失により，余熱除去設備によ
る崩壊熱除去機能が喪失し，原子炉容器への注水を低圧注入流量等にて確認
できない場合に，蒸気発生器へ注水が確保されたことを確認できた場合。
（新）
ⅰ．手順着手の判断基準
全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失により，余熱除去設備によ
る崩壊熱除去機能が喪失し，原子炉容器への注水を低圧注入流量等にて確認
できない場合に，蒸気発生器への注水が確保されたことを確認できた場合。

50

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-138 同上

51

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-161

「(3) 重大事故等時の対応手段」の誤記を修正した。（下線部参照）

（旧）全交流動力電源喪失時等により
（新）全交流動力電源喪失等により
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52

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-141 同上

53

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-172

「(a) 高圧注入ポンプによる高圧再循環運転」
概要の記載表現を適正化した。（下線部参照）

（旧）
また，格納容器内自然対流冷却を使用できない場合は・・・
（新）
また，格納容器内自然対流冷却による原子炉格納容器内の冷却ができない場
合は・・・

54

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-153 同上

55

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-173

操作手順の記載を適正化した。（下線部を削除）

（旧）指示値
（新）指示

56

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-154
同上
上記修正に伴い，相違理由を削除した。

57

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0） 1.4-191

リンク先の操作手順名称の記載抜けを適正化した。（下線部参照）

（旧）
ディーゼル駆動消火ポンプ又は電動機駆動消火ポンプによる原子炉容器への
注水については，1.4.2.1(1)ｂ．(c)の操作手順と同様である。
（新）
ディーゼル駆動消火ポンプ又は電動機駆動消火ポンプによる原子炉容器への
注水については，1.4.2.1(1)ｂ．(c)「電動機駆動消火ポンプ又はディーゼ
ル駆動消火ポンプによる原子炉容器への注水」の操作手順と同様である。
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58

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-170 同上

59

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-197

「手順着手の判断基準」の誤記修正（下線部参照）

（旧）蒸気発生器への注水されていることを・・・
（新）蒸気発生器へ注水されていることを・・・

60

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-175 同上

61

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0） 1.4-204

条文内及び条文間整合のため，括弧の位置を適正化した。（下線部参照）

（旧）
Ｂ－充てんポンプ（自己冷却）による原子炉容器への注水については，
「1.4.2.1(2)ａ．(b)Ｂ－充てんポンプ（自己冷却）による原子炉容器への
注水」の操作手順と同様である。
（新）
Ｂ－充てんポンプ（自己冷却）による原子炉容器への注水については，
1.4.2.1(2)ａ．(b)「Ｂ－充てんポンプ（自己冷却）による原子炉容器への
注水」の操作手順と同様である。

62

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-179 同上

63

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-209

目次と不整合となっていた手順の項目名称を誤記訂正した。（下線部参照）

（旧）(3) 原子炉格納容器内の作業員を退避させる手順等
（新）(3) 原子炉格納容器内の作業員を退避させる手順

64

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-186
同上
上記修正に伴い，相違理由を追記した。
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65

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-217

誤記訂正（下線部参照）

（旧）1.14.2.4「燃料の補給の手順」にて整備する。
（新）1.14.2.4「燃料補給の手順」にて整備する。

66

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-195 同上

67

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-227,229,234,238

第1.4.1表　機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順　記
載の適正化

条文間の整合を図り，蒸気発生器へ海水を注水する際の注記を下記の通り修
正した。（下線部参照）
（旧）蒸気発生器へ海水を注水する場合は蒸気発生器ブローダウンラインに
より排水を行う。
（新）蒸気発生器へ海水を長時間注水する場合は蒸気発生器ブローダウンラ
インにより排水を行う。

68

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-208､210,215,219 同上

69

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-301

誤記訂正（下線部参照）

（旧）４－Ａ(Ｂ)１非常用高圧母線
（新）４－Ａ(Ｂ)１非常用低圧母線

70

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-280 同上
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71

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-303

第1.4.1図　機能喪失原因対策分析(1/2)　について下記の通り修正を行っ
た。

誤記訂正（下線部参照）
（旧）余熱除去設備（再循環運転）による原子炉への冷却機能喪失
（新）余熱除去設備（再循環運転）による原子炉の冷却機能喪失

記載の適正化
・第1.4.1図　機能喪失原因対策分析において，フロントライン系故障想定
箇所である余熱除去冷却器に×印を追記した。
・サポート系故障時の対応「⑨」について，当該手順は格納容器再循環サン
プスクリーン閉塞時の対応手順とはならないことから，「⑨」の記載位置を
余熱除去設備Ａ系機能喪失及び余熱除去設備Ｂ系機能喪失の上部へ変更し
た。
・フロント系故障時の対応「①,②,③,④」について，余熱除去設備Ｂ系機
能喪失の上部にも記載を追記した。

72

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-282 同上

73

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0） 1.4-304

第1.4.1図　機能喪失原因対策分析(2/2)　について下記の通り修正を行っ
た。

誤記訂正（下線部参照）
（旧）安全注入設備
（新）非常用炉心冷却設備

記載の適正化
・第1.4.1図　機能喪失原因対策分析において，フロントライン系故障想定
箇所である余熱除去冷却器に×印を追記した。

74

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-283 同上

75

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-352

本文操作手順とフローチャートの整合及び大飯実績の反映のため，記載を適
正化した。

第1.4.44図　重大事故等時の対応手段選択フローチャート（1/21）に，高圧
注入ポンプ１台による再循環運転可否の判断フローを追加した。
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76

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-341 同上

77

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-361,363

条文内で整合を図り、記載を適正化した。

第1.4.44図　重大事故等時の対応手段選択フローチャート（10/21）及び
（12/21）について，(14/21)との整合を図り，対応手段の記載を適正化し
た。

78

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-349,351 同上

79

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-371

条文内で整合を図り，記載を適正化した。

第1.4.44図　重大事故等時の対応手段選択フローチャート（20/21）のう
ち，「代替非常用発電機準備」のフローについて，重大事故等対処設備を示
す記載に修正した。

80

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-359 同上

81

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-453

条文内で整合を図り，記載を適正化した。（下線部参照）

添付資料1.4.23のタイトル
（旧）
運転停止中の全交流動力電源喪失＋原子炉補機冷却機能喪失時の炉心注水手
段
（新）
発電用原子炉停止中の全交流動力電源喪失＋原子炉補機冷却機能喪失時の炉
心注水手段

82

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-459 同上
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83

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104 r.14.0）

1.4-458,459

条文内で整合を図り，記載を適正化した。（下線部参照）

添付資料1.4.25のタイトル
（旧）
発電用原子炉停止中の除熱機能と炉心注水手段
（新）
発電用原子炉停止中の除熱機能と原子炉容器への注水手段

84

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT104-9 r.13.0）

1.4-464,465 同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等
（SAT105 r.14.0）

1.5-40,44,70

概要の記載を適正化した。（下線部参照）

【適正化の例】
（旧）
常用設備である所内用空気圧縮機による代替制御用空気を供給する。
（新）
常用設備である所内用空気圧縮機により代替制御用空気を供給する。

2

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等
（SAT105-9 r.13.0）

1.5-31,34,54
同上
上記修正に伴い，相違理由を追記した。

3

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等
（SAT105 r.14.0） 1.5-42

概要の記載を適正化した。（下線部を削除）

（旧）
原子炉補機冷却海水ポンプ又は原子炉補機冷却水ポンプの故障等により，最
終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が喪失した場合に，制御用空気圧縮機が
機能喪失した場合・・・
（新）
原子炉補機冷却海水ポンプ又は原子炉補機冷却水ポンプの故障等により，最
終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が喪失し，制御用空気圧縮機が機能喪失
した場合・・・

4

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等
（SAT105-9 r.13.0）

1.5-32 同上

5

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等
（SAT105 r.14.0）

1.5-59

操作手順の記載を適正化した。（下線部を追加）

（新）
低温停止への移行に伴う余熱除去ポンプの起動操作は・・・

6

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等
（SAT105-9 r.13.0）

1.5-45
同上
上記修正に伴い，相違理由を追記した。

技術的能力 1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等
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7

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等
（SAT105 r.14.0）

1.5-85,88

第1.5.1表　機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順　記
載の適正化

条文間の整合を図り，蒸気発生器へ海水を注水する際の注記を下記の通り修
正した。（下線部参照）
（旧）蒸気発生器へ海水を注水する場合は蒸気発生器ブローダウンラインに
より排水を行う。
（新）蒸気発生器へ海水を長時間注水する場合は蒸気発生器ブローダウンラ
インにより排水を行う。

8

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等
（SAT105-9 r.13.0）

1.5-68,71 同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106-9 r.12.0）

とりまとめた資料-3,6

条文内で整合を図り，記載を適正化した。（下線部参照）

（旧）フロントライン系機能喪失時
（新）フロントライン系故障時

（旧）サポート系機能喪失時
（新）サポート系故障時

2

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106 r.13.0）

1.6-9

脱字訂正（下線部参照）

（旧）放射性物質濃度
（新）放射性物質の濃度

3

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106-9 r.12.0）

1.6-8 同上

4

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106 r.13.0）

1.6-17,30

条文内で整合を図り，代替格納容器スプレイで使用する重大事故等対処設備
に「代替所内電気設備」を追記した。（下線部参照）

（旧）スプレイリング及び原子炉格納容器は重大事故等対処設備として位置
付ける。
（新）スプレイリング，原子炉格納容器及び代替所内電気設備は重大事故等
対処設備として位置付ける。

5

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106-9 r.12.0）

1.6-14,25 同上

6

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106 r.13.0）

1.6-23,36

設備名称の誤記修正（下線部参照）

（旧）代替所内電源設備
（新）代替所内電気設備

7

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106-9 r.12.0）

1.6-19,30 同上

技術的能力 1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
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8

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106 r.13.0）

1.6-42,64

条文内で整合を図り,記載を適正化した（下線部参照）

（旧）格納容器スプレイ作動圧力設定値（0.127MPa[gage]）
（新）格納容器スプレイ作動設定値（0.127MPa[gage]）

9

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106-9 r.12.0）

1.6-36,53 同上

10

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106 r.13.0）

1.6-48,84

技術的能力1.8と整合させ，「海水を用いた可搬型大型送水ポンプ車による
原子炉格納容器内へのスプレイ」の操作手順の記載を適正化した。（下線部
参照）

（旧）
⑦　災害対策要員は，現場で可搬型大型送水ポンプ車から水中ポンプを取り
出し，可搬型ホースと接続後，海水取水箇所に水面より低く，かつ着底しな
い位置に水中ポンプを設置する。
（新）
⑦　災害対策要員は，現場で可搬型大型送水ポンプ車から水中ポンプを取り
出し，可搬型ホースと接続後，海水取水箇所に水中ポンプを水面より低く，
かつ着底しない位置に設置する。

11

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106-9 r.12.0）

1.6-41,69 同上

12

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106 r.13.0） 1,6-60,98

条文内及び条文間の整合を図り，手順リンクの重複記載を削除した。泊は大
飯と同様に「その他の手順項目について考慮する手順」で技術的能力1.14の
操作手順にリンクさせる構成としているため，当該箇所での下記記載は不要
である。

（旧）
なお，常設代替交流電源設備に関する手順については，「1.14 電源の確保
に関する手順等」のうち，1.14.2.1(1)「代替交流電源設備による給電」に
て整備する。

13

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106-9 r.12.0）

1.6-50,79
同上
上記修正に伴い，相違理由を削除した。

2/6 42



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

14

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106 r.13.0）

1.6-113

条文間及び条文内の整合を図り，「全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能
喪失時」の用語について，「全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪
失時」に記載を適正化した。（下線部参照）

（旧）全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能喪失時
（新）全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失時

15

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106-9 r.12.0）

1.6-98 同上

16

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106 r.13.0）

1.6-149

第1.6.1図　機能喪失原因対策分析について以下の修正を実施
・フロントライン系故障想定箇所である格納容器スプレイ冷却器に×印を追
記した。
・設備名称について適正化を実施（下線部参照）
（旧）格納容器スプレイ設備
（新）原子炉格納容器スプレイ設備

17

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106-9 r.12.0）

1.6-129 同上

18

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106 r.13.0）

1.6-150

誤記訂正
「第1.6.2図　代替格納容器スプレイポンプによる原子炉格納容器内へのス
プレイ　概要図」において，凡例を修正した。

19

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106-9 r.12.0）

1.6-137 同上
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20

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106 r.13.0）

1.6-157

第1.6.9図　タイムチャート　記載の適正化（下線部参照）
不要な「，」を削除した。

（旧）
※5：ホース延長・回収車（送水車用）の移動時間として，51m倉庫・車庫エ
リアから原子炉補助建屋付近又はディーゼル発電機建屋付近までを想定した
移動時間，及び可搬型ホースの敷設実績を考慮した作業時間に余裕を見込ん
だ時間
（新）
※5：ホース延長・回収車（送水車用）の移動時間として，51m倉庫・車庫エ
リアから原子炉補助建屋付近又はディーゼル発電機建屋付近までを想定した
移動時間及び可搬型ホースの敷設実績を考慮した作業時間に余裕を見込んだ
時間

21

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106-9 r.12.0）

1.6-144 同上

22

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106 r.13.0）

1.6-162

第1.6.14図　タイムチャート　記載の適正化（下線部参照）

手順の項目
（旧）代替格納容器スプレイポンプによる原子炉容器注水から原子炉格納容
器内スプレイへの切替え
（新）代替格納容器スプレイポンプによる原子炉格納容器内へのスプレイ
（原子炉容器注水から原子炉格納容器内スプレイへの切替え）

23

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106-9 r.12.0）

1.6-153 同上

24

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106 r.13.0） 1.6-165,167,170,172

第1.6.17図　重大事故等時の対応手段選択フローチャート（1/9）（3/9）
（6/9）（8/9）
条文内で整合を図り，記載を適正化した。（下線部参照）

（旧）格納容器スプレイ作動設定値圧力0.127MPa[gage]以上
　　　格納容器スプレイ作動圧力設定値以上
（新）格納容器スプレイ作動設定値（0.127MPa[gage]）以上

（旧）格納容器最高使用圧力0.283MPa[gage]
（新）原子炉格納容器圧力が最高使用圧力（0.283MPa[gage]）

25

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106-9 r.12.0）

1.6-156,158,161,163 同上

4/6 44



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

26

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106 r.13.0） 1.6-167

第1.6.17図　重大事故等時の対応手段選択フローチャート（3/9）
記載の適正化（下線部参照）

（旧）
※１：燃料取替用水ピットが再循環切替値に達すれば，代替格納容器スプレ
イポンプ及びＢ－格納容器スプレイポンプの自己冷却運転を停止する。
（新）
※１：燃料取替用水ピット水位が再循環切替値に達すれば，代替格納容器ス
プレイポンプ及びＢ－格納容器スプレイポンプ（自己冷却）を停止する。

27

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106-9 r.12.0）

1.6-158 同上

28

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106 r.13.0）

1.6-170,171

第1.6.17図　重大事故等時の対応手段選択フローチャート（6/9）（7/9）
参照ページの誤記訂正（下線部参照）

・フローチャート（6/9）
（旧）水源の選択に係る対応手順は第1.6.17図（4/9）参照
（新）水源の選択に係る対応手順は第1.6.17図（7/9）参照

・フローチャート（7/9）
（旧）第1.6.17図（3/9）参照
（新）第1.6.17図（6/9）参照

29

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106-9 r.12.0）

1.6-161,162 同上

30

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106 r.13.0）

1.6-170,172

第1.6.17図　重大事故等時の対応手段選択フローチャート（6/9）（8/9）
条文内で整合を図り記載を適正化した。（下線部参照）

（旧）格納容器内高レンジエリアモニタ
（新）格納容器内高レンジエリアモニタ（高レンジ）

（旧）水素濃度測定値が８vol%未満
（新）水素濃度測定値が８vol%（ドライ）未満

また，「格納容器内自然対流冷却停止」「代替格納容器スプレイ停止」に対
する注記の記載位置を調整した。
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31

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106-9 r.12.0）

1.6-161,163 同上

32

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106 r.13.0）

1.6-172

第1.6.17図　重大事故等時の対応手段選択フローチャート（8/9）
条文内で整合を図り記載を適正化した（下線部参照）

（旧）原子炉補機冷却水系機能喪失
（新）原子炉補機冷却機能喪失

33

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等
（SAT106-9 r.12.0）

1.6-163 同上
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料　比較表
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107-9 r.13.0）

とりまとめた資料-3

脱字修正（下線部参照）

（旧）格納容器最高使用圧力
（新）原子炉格納容器最高使用圧力

2

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107 r.14.0）

1.7-1,2,15,21,35,53,54,59～
64,80,81,235,236

条文間及び条文内で整合を図り，「全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能
喪失」の記載について，「全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪
失」に適正化した。（下線部参照）

（旧）全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能喪失
（新）全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失

3

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料　比較表
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107-9 r.13.0）

とりまとめた資料-3
1.7-1,2,5,12,18,48,65,66,70～

73,105,106,274,275

同上
上記修正に伴い，相違理由を適宜追記した。

4

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107 r.14.0）

1.7-14

条文内で整合を図り，代替格納容器スプレイで使用する重大事故等対処設備
に「代替所内電気設備」を追記した。（下線部参照）

（旧）スプレイリング及び原子炉格納容器は重大事故等対処設備として位置
付ける。
（新）スプレイリング，原子炉格納容器及び代替所内電気設備は重大事故等
対処設備として位置付ける。

5

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料　比較表
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107-9 r.13.0）

1.7-11 同上

6

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107 r.14.0）

1.7-24,36

操作手順の記載を適正化した。（下線部参照）

（旧）手順内の可搬型格納容器内水素濃度計測ユニットによる原子炉格納容
器内水素濃度監視操作手順については，
（新）手順内の可搬型格納容器内水素濃度計測ユニットによる原子炉格納容
器内の水素濃度監視の操作手順については，

7

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料　比較表
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107-9 r.13.0）

1.7-25,48 同上

技術的能力 1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
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8

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107 r.14.0）

1.7-25

操作手順の記載を適正化した。（下線部参照）

操作手順③
（旧）原子炉補機冷却水サージタンクを0.28MPa[gage]まで加圧操作を実施
し，
（新）原子炉補機冷却水サージタンクを0.28MPa[gage]まで加圧し，

9

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料　比較表
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107-9 r.13.0）

1.7-25
同上
上記修正に伴い，相違理由を追記した。

10

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107 r.14.0） 1.7-26

記載の適正化
「原子炉格納容器内が冷却状態にあることを継続して確認する。」は後段の
操作手順⑨に記載しているため，重複記載となっていたことから，操作手順
⑦の記載を適性化した。（下線部参照）

操作手順⑦
（旧）原子炉格納容器内圧力及び温度の低下により原子炉格納容器内が冷却
状態にあることを継続して確認する。
（新）原子炉格納容器内圧力及び温度の低下により原子炉格納容器内が冷却
状態であることを確認する。

11

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料　比較表
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107-9 r.13.0）

1.7-26 同上

12

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107 r.14.0）

1.7-31

条文内及び条文間で整合を図り，記載を適正化（下線部参照）

（旧）原子炉格納容器へのスプレイがAM用消火水積算流量等にて確認できな
い場合
（新）原子炉格納容器内へのスプレイがAM用消火水積算流量等にて確認でき
ない場合

13

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料　比較表
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107-9 r.13.0）

1.7-36 同上

14

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107 r.14.0）

1.7-34

脱字修正（下線部参照）

（旧）格納容器作動設定値（0.127MPa[gage]）
（新）格納容器スプレイ作動設定値（0.127MPa[gage]）
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15

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料　比較表
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107-9 r.13.0）

1.7-46 同上

16

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107 r.14.0）

1.7-34

「重大事故等時の対応手段の選択」
条文間及び条文内で整合を図り，対応手段の記載を適正化した。（下線部参
照）

（旧）格納容器内自然対流冷却による原子炉格納容器内の冷却
（新）格納容器内自然対流冷却

17

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料　比較表
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107-9 r.13.0）

1.7-46 同上

18

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107 r.14.0）

1.7-35

項目名称の誤記訂正（下線部参照）
「喪失」の追記はリストNo.2参照。

（旧）1.7.2.2　原子炉格納容器の過圧破損防止のための対応手順（全交流
動力電源又は原子炉補機冷却機能喪失時の手順等）
（新）1.7.2.2 原子炉格納容器の過圧破損防止のための対応手順（全交流動
力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失時）

19

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料　比較表
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107-9 r.13.0）

1.7-48 同上

20

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107 r.14.0）

1.7-38

条文間で整合させ，操作手順⑨の主語の記載を適正化した。（下線部参照）
操作手順⑨
（旧）運転員（中央制御室）Ａ，運転員（現場）Ｂ，Ｃ及び災害対策要員に
（新）運転員（中央制御室）Ａ，運転員（現場）Ｂ，運転員（現場）Ｃ及び
災害対策要員に

21

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料　比較表
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107-9 r.13.0）

1.7-50 同上

3/6 49



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

22

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107 r.14.0）

1.7-39

記載の適正化。
現場操作も含めた記載内容であるため，記載内容と整合させ，現場の操作要
員を追記した。（下線部参照）

操作手順⑮
（旧）運転員（中央制御室）Ａは，中央制御室で原子炉格納容器圧力が最高
使用圧力から0.05MPa低下したことを確認すれば，現場にてＣ，Ｄ－格納容
器再循環ユニッ卜冷却水入口弁を手動で閉操作する。
（新）運転員（中央制御室）Ａ，運転員（現場）Ｂ及びＣは，中央制御室で
原子炉格納容器圧力が最高使用圧力から0.05MPa低下したことを確認すれ
ば，現場にてＣ，Ｄ－格納容器再循環ユニッ卜冷却水入口弁を手動で閉操作
する。

23

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料　比較表
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107-9 r.13.0）

1.7-50 同上

24

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107 r.14.0） 1.7-41

代替格納容器スプレイポンプの水源は，燃料取替用水ピットのほかに補助給
水ピットが使用可能であるため，大飯審査実績も踏まえ，水源を燃料取替用
水ピットに限定した記載を削除し適正化した。（下線部参照）

（旧）代替格納容器スプレイポンプの注水先を原子炉容器から原子炉格納容
器へ切り替え，燃料取替用水ピット水を原子炉格納容器内にスプレイする。
（新）代替格納容器スプレイポンプの注水先を原子炉容器から原子炉格納容
器へ切り替え，原子炉格納容器内にスプレイする。

25

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料　比較表
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107-9 r.13.0）

1.7-52 同上

26

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107 r.14.0）

1.7-41

技術的能力1.6と整合させ，「手順着手の判断基準」の記載を適正化した。
（下線部参照）

（旧）格納容器最高使用圧力（0.283MPa［gage］）以上で，
（新）原子炉格納容器圧力が最高使用圧力（0.283MPa［gage］）以上で，

27

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料　比較表
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107-9 r.13.0）

1.7-52
同上
上記修正に伴い，相違理由を追記した。
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28

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107 r.14.0）

1.7-78,80

第1.7.8図　重大事故等時の対応手段選択フローチャート
条文内で整合を図り，記載を適正化した(1/4)(3/4)（下線部参照）

（旧）格納容器スプレイ作動圧力設定値以上・・・
（新）格納容器スプレイ作動設定値（0.127MPa[gage]）以上・・・

（旧）最高使用圧力（0.283MPa）に上昇するまでは・・・
（新）最高使用圧力（0.283MPa[gage]）に上昇するまでは・・・

（旧）格納容器内高レンジエリアモニタ
（新）格納容器内高レンジエリアモニタ（高レンジ）

（旧）格納容器最高使用圧力0.283MPa[gage]
（新）原子炉格納容器圧力が最高使用圧力（0.283MPa[gage]）

（旧）水素濃度測定値が８vol%未満
（新）水素濃度測定値が８vol%（ドライ）未満

また，「格納容器内自然対流冷却停止」「代替格納容器スプレイ停止」に対
する注記の記載位置を調整した。

29

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料　比較表
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107-9 r.13.0）

1.7-103,105 同上

30

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107 r.14.0）

1.7-80

第1.7.8図　重大事故等時の対応手段選択フローチャート(3/4)
条文内で整合を図り，記載を適正化した。（下線部参照）

（旧）原子炉補機冷却水系機能喪失
（新）原子炉補機冷却機能喪失

31

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料　比較表
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107-9 r.13.0）

1.7-105 同上

32

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107 r.14.0）

1.7-244,246～248､250～255,257,258

添付資料1.7.11　「フォールトツリー解析の実施の考え方について」
「第３表 機能喪失原因対策分析を用いていない条文に対する設備抽出の考
え方とその結果」について，各条項に記載している対応手段，設備の最新化
を図った。
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33

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料　比較表
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等
（SAT107-9 r.13.0）

1.7-283,285～287,289～296 同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.8 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための
手順等（SAT108 r.14.0）

1.8-54,56

条文内及び条文間で整合を図り，下線部の記載を削除した。
「1.8.2.1(2)ａ．(a) 代替格納容器スプレイポンプによる原子炉格納容器下
部への注水」及び「1.8.2.1(2)ａ．(b)Ｂ－格納容器スプレイポンプ（自己
冷却）による原子炉格納容器下部への注水」の手順概要に，「全交流動力電
源が喪失している場合は，常設代替交流電源設備により，交流動力電源を確
保する。」と記載していたが，電源確保の手順については，「1.8.2.3 その
他の手順項目について考慮する手順」にて技術的能力1.14の電源確保手順で
整備する旨の記載があり，重複していた。このため，女川，伊方及び玄海の
実績も踏まえて，当該箇所での電源確保に係る記載を削除した。

（旧）なお，全交流動力電源が喪失している場合は，常設代替交流電源設備
により，交流動力電源を確保する。

2

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.8 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための
手順等（SAT108-9 r.13.0）

1.8-52,54
同上
上記修正に伴い，相違理由を追記した。

技術的能力 1.8 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための手順等
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止する
ための手順等（SAT109 r.12.0）

1.9-12

操作手順の概要について，大飯審査実績を踏まえ，記載を適正化した。（下
線部参照）

（旧）装置の概要図
（新）装置の概要

2

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止する
ための手順等（SAT109-9 r.11.0）

1.9-20 同上

3

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止する
ための手順等（SAT109 r.12.0）

1.9-24

条文内で整合を図り，操作手順⑱の要員名称を適正化した。（下線部参照）

（旧）⑱　運転員は，24時間以内に
（新）⑱　運転員（現場）Ｂは，24時間以内に

4

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止する
ための手順等（SAT109-9 r.11.0）

1.9-29 同上

5

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止する
ための手順等（SAT109 r.12.0）

1.9-26

「1.9.2.4 重大事故等時の対応手段の選択」
条文間の整合を図り，また女川審査実績も踏まえ，フローチャートに係る記
載内容及び記載箇所を適正化した。

（旧）
炉心の著しい損傷が発生した場合の原子炉格納容器水素爆発防止及び原子炉
格納容器内の水素濃度の監視手段として・・・
（中略）
また，可搬型格納容器内水素濃度計測ユニットによる水素濃度測定ができな
い場合，ガス分析計による水素濃度監視を行う。
以上の対応手順のフローチャートを第1.9.13図に示す。
（新）
重大事故等時の対応手段の選択方法は以下のとおり。対応手段の選択フロー
チャートを第1.9.13図に示す。
炉心の著しい損傷が発生した場合の原子炉格納容器水素爆発防止及び原子炉
格納容器内の水素濃度の監視手段として・・・
（中略）
また，可搬型格納容器内水素濃度計測ユニットによる水素濃度測定ができな
い場合，ガス分析計による水素濃度監視を行う。
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6

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止する
ための手順等（SAT109-9 r.11.0）

1.9-33
同上
上記修正に伴い，相違理由を追記した。

7

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止する
ための手順等（SAT109 r.12.0）

1.9-28,53,54

第1.9.1表　機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順
添付資料1.9.1　審査基準，基準規則と対処設備との対応表
記載の適正化

本文との記載整合のため「可搬型格納容器内水素濃度計測ユニットによる原
子炉格納容器内の水素濃度監視」及び「ガス分析計による原子炉格納容器内
の水素濃度監視」に記載していた設備から下記設備の記載を削除した。

格納容器雰囲気ガスサンプリング圧縮装置

なお，上記圧縮装置については「格納容器雰囲気ガス試料採取設備」に含ま
れる。

8

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止する
ための手順等（SAT109-9 r.11.0）

1.9-35,65,66 同上

9

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止する
ための手順等（SAT109 r.12.0） 1.9-32

第1.9.3表　「審査基準」における要求事項ごとの給電対象設備　記載の適
正化

供給対象設備うち「格納容器雰囲気ガスサンプリング圧縮装置」については
格納容器雰囲気ガス試料採取設備に含む整理としていることから，以下のと
おり設備名称を適正化した。（下線部参照）

（旧）格納容器雰囲気ガスサンプリング圧縮装置
（新）格納容器雰囲気ガス試料採取設備

10

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止する
ための手順等（SAT109-9 r.11.0）

1.9-40 同上
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11

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止する
ための手順等（SAT109 r.12.0） 1.9-44,50

第1.9.9,12図　タイムチャート
条文間及び条文内で整合を図り，「全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能
喪失」の用語について，「全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪
失」に記載を適正化した。（下線部参照）

（旧）現場操作は全交流動力電源及び原子炉補機冷却機能喪失を想定
　　　しており，機能が健全な場合の操作を包括している
（新）現場操作は全交流動力電源喪失及び原子炉補機冷却機能喪失を
　　　想定しており，機能が健全な場合の操作を包括している

12

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止する
ための手順等（SAT109-9 r.11.0）

1.9-54,60 同上

13

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止する
ための手順等（SAT109 r.12.0）

1.9-51

第1.9.13図 重大事故等時の対応手段選択フローチャート 記載の適正化（下
線部参照）

（旧）
…１次冷却材喪失時に全ての高圧注入系機能が喪失した場合
（新）
…１次冷却材喪失時に，すべての高圧注入系機能が喪失した場合。

14

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止する
ための手順等（SAT109-9 r.11.0）

1.9-63 同上

15

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止する
ための手順等（SAT109 r.12.0）

1.9-51

第1.9.13図 重大事故等時の対応手段選択フローチャート 記載の適正化

図中の「炉心損傷しているか」の判断フローにおいて「No」となった場合の
戻し先をパラメータ確認の前としていたが，伊方3号炉，玄海3,4号炉と同様
に当該判断フローの直前に戻すように記載の適正化を行った。

16

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止する
ための手順等（SAT109-9 r.11.0）

1.9-63 同上
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17

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止する
ための手順等（SAT109 r.12.0） 1.9-55

添付資料1.9.2　対応手段として選定した設備の電源構成図
第１図　電源構成図（交流電源）記載の適正化

供給対象設備のうち「格納容器雰囲気ガスサンプリング圧縮装置」について
は格納容器雰囲気ガス試料採取設備に含む整理としていることから以下のと
おり設備名称を適正化した。（下線部参照）

（旧）格納容器雰囲気ガスサンプリング圧縮装置
（新）格納容器雰囲気ガス試料採取設備

18

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止する
ための手順等（SAT109-9 r.11.0）

1.9-67 同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.10 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するた
めの手順等（SAT110 r.13.0）

1.10-11

「アニュラス空気浄化設備による水素排出」
操作手順の記載を適正化した。（下線部参照）

（旧）アニュラス全量排気弁等操作用可搬型窒素ガスボンベにより窒素を供
給し，
（新）アニュラス全量排気弁等操作用可搬型窒素ガスボンベより窒素を供給
し，

2

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.10 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するた
めの手順等（SAT110-9 r.12.0）

1.10-17 同上

3

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.10 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するた
めの手順等（SAT110 r.13.0）

1.10-17

「1.10.2.4 重大事故等時の対応手段の選択」
条文間で整合を図り，また女川審査実績も踏まえ，フローチャートに係る記
載内容及び記載箇所を適正化した。

（旧）
炉心の著しい損傷が発生した場合の水素排出及び水素濃度監視手段とし
て・・・
（中略）
使用可能な範囲を逸脱した場合には，参考値として扱う必要がある。
以上の対応手順のフローチャートを第1.10.8図に示す。
（新）
重大事故等時の対応手段の選択方法は以下のとおり。対応手段の選択フロー
チャートを第1.10.8図に示す。
炉心の著しい損傷が発生した場合の水素排出及び水素濃度監視手段とし
て・・・
（中略）
使用可能な範囲を逸脱した場合には，参考値として扱う必要がある。

4

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.10 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するた
めの手順等（SAT110-9 r.12.0）

1.10-26
同上
上記修正に伴い，相違理由を追記した。

5

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.10 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するた
めの手順等（SAT110 r.13.0）

1.10-17

記載の適正化（下線部参照）

（旧）高放射線，高温下では，指示値に影響があるため
（新）高線量及び高温下では，指示値に影響があるため
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6

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.10 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するた
めの手順等（SAT110-9 r.12.0）

1.10-26 同上

7

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.10 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するた
めの手順等（SAT110 r.13.0）

1.10-29

第1.10.8図 重大事故等時の対応手段選択フローチャート 記載の適正化

図中の「炉心損傷しているか」の判断フローにおいて「No」となった場合の
戻し先をパラメータ確認の前としていたが，伊方3号炉，玄海3,4号炉と同様
に当該判断フローの直前に戻すように記載の適正化を行った。

8

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.10 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するた
めの手順等（SAT110-9 r.12.0）

1.10-53 同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111 r.14.0）

1.11-8

誤記訂正（下線部参照）

（旧）「1.11.2.3 重大事故等時における使用済燃料ピットの監視時の手順
等」に示す手順を整備する。
（新）「1.11.2.3 重大事故等時における使用済燃料ピットの監視のための
対応手順」に示す手順を整備する。

2

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111-9 r.13.0）

1.11-8 同上

3

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111 r.14.0）

1.11-43

脱字修正（下線部参照）

（旧）⑨　災害対策要員は，使用済燃料ピット水位を確認し，
（新）⑨　災害対策要員は，現場で使用済燃料ピット水位を確認し，

4

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111-9 r.13.0）

1.11-46 同上

5

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111 r.14.0）

1.11-53

条文内で整合を図り，記載を適正化した。（下線部参照）

（旧）可搬型ホース等を敷設する。
（新）可搬型ホースを敷設する。

6

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111-9 r.13.0）

1.11-60 同上

技術的能力 1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

7

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111 r.14.0）

1.11-62

大飯審査実績を踏まえ，「1.11.2.5 重大事故等時の対応手段の選択」の記
載を適正化した。（下線部参照）

（旧）使用済燃料ピットの冷却機能又は注水機能の喪失時，又は使用済燃料
ピットの水位が低下した場合は，使用済燃料ピットへの注水は，ほう酸水で
タンク容量が大きく注水までの所要時間が短い燃料取替用水ポンプによる燃
料取替用水ピットの注水を優先し，次に純水である２次系補給水ポンプによ
る２次系純水タンクの注水を優先する。その次に純水であり準備時間が早い
１次系補給水ポンプによる１次系純水タンクの注水を優先する。電動機駆動
消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによるろ過水タンクの注水は１次
系補給水ポンプによる注水の次に使用する。

（新）使用済燃料ピットの冷却機能又は注水機能の喪失時，又は使用済燃料
ピットの水位が低下した場合は，使用済燃料ピットへの注水は，ほう酸水で
タンク容量が大きく注水までの所要時間が短い燃料取替用水ポンプによる燃
料取替用水ピットからの注水を優先し，次に純水である２次系補給水ポンプ
による２次系純水タンクからの注水を優先する。その次に純水であり準備時
間が早い１次系補給水ポンプによる１次系純水タンクからの注水を優先す
る。電動機駆動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによるろ過水タン
クからの注水は１次系補給水ポンプによる注水の次に使用する。

8

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111-9 r.13.0）

1.11-74 同上

9

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111 r.14.0）

1.11-69

条文間の整合を図り，第1.11.2表　表タイトルを適正化した。（下線部参
照）

（旧）第1.11.2表　重大事故等対処設備に係る監視計器
（新）第1.11.2表　重大事故等対処に係る監視計器

10

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111-9 r.13.0）

1.11-79 同上

11

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111 r.14.0）

1.11-101,114

「第1.11.16図　代替給水ピットを水源とした可搬型大型送水ポンプ車によ
る使用済燃料ピットへの注水ホース敷設ルート図（1/2）」及び「第1.11.25
図　代替給水ピットを水源とした可搬型大型送水ポンプ車及び可搬型スプレ
イノズルによる使用済燃料ピットへのスプレイホース敷設ルート図(1/2)」
において，代替給水ピットの位置が法面の位置まではみ出していたため，代
替給水ピットの位置を適正化した。
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

12

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111-9 r.13.0）

1.11-115,141 同上

13

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111 r.14.0）

1.11-106,118

「第1.11.19図　原水槽を水源とした可搬型大型送水ポンプ車による使用済
燃料ピットへの注水ホース敷設ルート図（1/2）」及び「第1.11.28図　原水
槽を水源とした可搬型大型送水ポンプ車及び可搬型スプレイノズルによる使
用済燃料ピットへのスプレイホース敷設ルート図(1/2)」において，不要な
矢印記号を削除した。

14

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111-9 r.13.0）

1.11-121,145 同上

15

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111 r.14.0）

1.11-120

「第1.11.29図　使用済燃料ピット漏えい緩和　概要図」において，以下の
誤記訂正を実施した。（下線部参照）

（旧）吊りおろしロープ
（新）吊り下ろしロープ

16

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111-9 r.13.0）

1.11-148 同上

17

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111 r.14.0）

1.11-137

添付資料1.11.3　自主対策設備仕様

条文内で整合を図り，使用済燃料ピット冷却用注水配管・接続口を追記し
た。

18

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111-9 r.13.0）

1.11-169 同上

19

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111 r.14.0）

1.11-179,194,195,196,199,208

記載の適正化
SA54条補足説明資料「54-10 使用済燃料ピット監視設備」の修正を反映した
（下線部参照）

（旧）燃料貯蔵ラック
（新）使用済燃料ラック
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20

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111-9 r.13.0）

1.11-222,238,239,240,243,253 同上

21

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111 r.14.0）

1.11-182

記載の適正化
条文内及びSA54条補足説明資料「54-10 使用済燃料ピット監視設備」との整
合を図り適性化した。（下線部参照）

（旧）可搬式使用済燃料ピット水位の成立性
（新）使用済燃料ピット水位（可搬型）の成立性

22

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111-9 r.13.0）

1.11-225 同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.12　発電所外への放射性物質の拡散を抑制するため
の手順等（SAT112 r.12.0）

1.12-8

条文間で整合を図り，また，大飯審査実績も踏まえ，「(1) 対応手段と設備
の選定の考え方」の記載を適正化した。（下線部参照）

（旧）重大事故等対処設備及び自主対策設備との関係を明確にする。
（新）自主対策設備との関係を明確にする。

2

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.12　発電所外への放射性物質の拡散を抑制するため
の手順等（SAT112-9 r.11.0）

1.12-7
同上
上記修正に伴い，相違理由を追記した。

3

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.12　発電所外への放射性物質の拡散を抑制するため
の手順等（SAT112 r.12.0）

1.12-9

条文間整合のため，「ａ．炉心の著しい損傷，原子炉格納容器及びアニュラ
ス部の破損時の対応手段及び設備」の概要の記載を適正化した。

（旧）選定した対応手段とその対応に
（新）選定した対応手段と，その対応に

4

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.12　発電所外への放射性物質の拡散を抑制するため
の手順等（SAT112-9 r.11.0）

1.12-7 同上

5

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.12　発電所外への放射性物質の拡散を抑制するため
の手順等（SAT112 r.12.0）

1.12-9

脱字訂正（下線部参照）

（旧）炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損のおそれがある場合
（新）炉心の著しい損傷，原子炉格納容器及びアニュラス部の破損のおそれ
がある場合

6

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.12　発電所外への放射性物質の拡散を抑制するため
の手順等（SAT112-9 r.11.0）

1.12-7 同上

技術的能力 1.12 発電所外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

7

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.12　発電所外への放射性物質の拡散を抑制するため
の手順等（SAT112 r.12.0） 1.12-18,31

目次と不整合となっていた手順の項目名称について誤記訂正した。（下線部
参照）

（旧）1.12.2.1 炉心の著しい損傷，原子炉格納容器及びアニュラス部の破
損時の手順等
（新）1.12.2.1 炉心の著しい損傷，原子炉格納容器及びアニュラス部の破
損時の手順

（旧）1.12.2.2 使用済燃料ピット内の燃料体等の著しい損傷時の手順等
（新）1.12.2.2 使用済燃料ピット内の燃料体等の著しい損傷時の手順

8

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.12　発電所外への放射性物質の拡散を抑制するため
の手順等（SAT112-9 r.11.0）

1.12-17,28
同上
上記修正に伴い，相違理由を追記した。

9

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.12　発電所外への放射性物質の拡散を抑制するため
の手順等（SAT112 r.12.0）

1.12-19,35

条文間で整合を図り，また，大飯審査実績も踏まえ，操作手順の記載を適正
化した。（下線部参照）

（旧）手順の概要は以下のとおりである。
（新）手順の概要は以下のとおり。

10

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.12　発電所外への放射性物質の拡散を抑制するため
の手順等（SAT112-9 r.11.0）

1.12-18,32 同上

11

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.12　発電所外への放射性物質の拡散を抑制するため
の手順等（SAT112 r.12.0）

1.12-23,39

操作手順の脱字訂正（下線部参照）

（旧）手順着手の判断に基づき
（新）手順着手の判断基準に基づき

12

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.12　発電所外への放射性物質の拡散を抑制するため
の手順等（SAT112-9 r.11.0）

1.12-21,36 同上

13

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.12　発電所外への放射性物質の拡散を抑制するため
の手順等（SAT112 r.12.0）

1.12-56

大飯審査実績を踏まえ，「重大事故等時の対応手段の選択」の記載を適正化
した。

（旧）なお，化学消防自動車及び水槽付消防ポンプ自動車による消火活動が
使用できない等の場合は，
（新）なお，化学消防自動車及び水槽付消防ポンプ自動車が使用できない等
の場合は，
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14

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.12　発電所外への放射性物質の拡散を抑制するため
の手順等（SAT112-9 r.11.0）

1.12-49 同上

15

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.12　発電所外への放射性物質の拡散を抑制するため
の手順等（SAT112 r.12.0）

1.12-62～64

第1.12.2表　重大事故等対処に係る監視計器　誤記訂正

注記番号を下記の通り修正した。（下線部参照）

（旧）使用済燃料ピット温度（AM用）※１

（新）使用済燃料ピット温度（AM用）※２

16

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.12　発電所外への放射性物質の拡散を抑制するため
の手順等（SAT112-9 r.11.0）

1.12-56,57 同上

17

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.12　発電所外への放射性物質の拡散を抑制するため
の手順等（SAT112 r.12.0）

1.12-69

誤記訂正
「第1.12.4図　ガンマカメラ又はサーモカメラによる放射性物質漏えい箇所
の絞り込み　概要図」において，使用済燃料ピットの形状を修正した。

18

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.12　発電所外への放射性物質の拡散を抑制するため
の手順等（SAT112-9 r.11.0）

1.12-63 同上

19

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.12　発電所外への放射性物質の拡散を抑制するため
の手順等（SAT112 r.12.0）

1.12-71

第1.12.8図　タイムチャート　注記の記載内容を誤記訂正した。（下線部参
照）

（旧）放射性物質吸着剤の保管場所は51m倉庫・車庫エリア，２号炉東側31m
　　　エリア(a)
（新）放射性物質吸着剤の保管場所は51m倉庫・車庫エリア

20

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.12　発電所外への放射性物質の拡散を抑制するため
の手順等（SAT112-9 r.11.0）

1.12-65 同上
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21

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.12　発電所外への放射性物質の拡散を抑制するため
の手順等（SAT112 r.12.0）

1.12-72,99

誤記訂正（下線部参照）

（旧）放射性物質吸着材
（新）放射性物質吸着剤

22

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.12　発電所外への放射性物質の拡散を抑制するため
の手順等（SAT112-9 r.11.0）

1.12-66,104 同上

23

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.12　発電所外への放射性物質の拡散を抑制するため
の手順等（SAT112 r.12.0）

1.12-75,78,80

記載の適正化
第1.12.12図，第1.12.14図及び第1.12.16図において，各水源の容量に桁区
切りのカンマを追記

修正例

（旧）5000m3

（新）5,000m3

24

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.12　発電所外への放射性物質の拡散を抑制するため
の手順等（SAT112-9 r.11.0）

1.12-70,73,74 同上

25

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.12　発電所外への放射性物質の拡散を抑制するため
の手順等（SAT112 r.12.0）

1.12-87

添付資料1.12.3　自主対策設備仕様

条文内で整合を図り，ホース延長・回収車及び屋外消火栓を追記した。

26

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.12　発電所外への放射性物質の拡散を抑制するため
の手順等（SAT112-9 r.11.0）

1.12-82 同上
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.13　重大事故等時に必要となる水の供給手順等
（SAT113 r.15.0）

1.13-57,58

「(b) 燃料取替用水ピットを水源とした充てんポンプによる原子炉容器への
注水」の概要について，引用元となる技術的能力1.4.2.1(2)ｄ.(a)及び
1.4.2.3(2)ｆ.(a)の記載内容と整合させ，適正化した。（下線部参照）

（旧）非常用炉心冷却設備である高圧注入ポンプ及び余熱除去ポンプの故障
等により燃料取替用水ピット水を原子炉容器へ注水する機能が喪失した場
合，全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失と１次冷却材喪失事象
が同時に発生した場合，常設代替交流電源設備により非常用高圧母線の受電
が完了し，Ｂ－充てんポンプが使用可能な状態に復旧された場合・・・
（新）非常用炉心冷却設備である高圧注入ポンプ及び余熱除去ポンプの故障
等により燃料取替用水ピット水を原子炉容器へ注水する機能が喪失した場
合，全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失と１次冷却材喪失事象
が同時に発生した場合，全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失に
より，充てんポンプによる原子炉容器への注水ができない場合・・・

2

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.13　重大事故等時に必要となる水の供給手順等
（SAT113-9 r.14.0）

1.13-76 同上

3

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.13　重大事故等時に必要となる水の供給手順等
（SAT113 r.15.0） 1.13-58

「(ⅲ) 全交流動力電源喪失時のＢ－充てんポンプ（自己冷却）による原子
炉容器への注水」の手順名称について，引用元となる技術的能力1.4.2.1(2)
ｄ.(a)及び1.4.2.3(2)ｆ.(a)の記載内容と整合させ，適正化した。（下線部
参照）

（旧）
(ⅲ) 全交流動力電源喪失時のＢ－充てんポンプ（自己冷却）による原子炉
容器への注水
（新）
(ⅲ) 全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失時のＢ－充てんポン
プ（自己冷却）による原子炉容器への注水

4

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.13　重大事故等時に必要となる水の供給手順等
（SAT113-9 r.14.0）

1.13-77 同上

技術的能力 1.13 重大事故等時に必要となる水の供給手順等
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5

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.13　重大事故等時に必要となる水の供給手順等
（SAT113 r.15.0）

1.13-61,68,84,87,90,108,241

技術的能力1.13ヒアリングコメント反映
大飯審査実績を踏まえ，各操作手順と対応するリンク先の手順が明確となる
よう，「●●手順については，●●にて整備し，●●手順について
は・・・」又は「●●手順については，●●にて整備する。また，●●手順
については・・・」として，記載表現を適正化した。（下線部参照）

【修正例】
（旧）
充てんポンプによる原子炉容器への注水手順については，「1.4 原子炉冷却
材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」のうち，
1.4.2.1(1)a.(a)「充てんポンプによる原子炉容器への注水」，Ｂ－充てん
ポンプ（自己冷却）による原子炉容器への注水手順については，「1.4 原子
炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」の
うち，1.4.2.1(2)ａ.(b)「Ｂ－充てんポンプ（自己冷却）による原子炉容器
への注水」及び充てんポンプによる原子炉容器への注水（発電用原子炉停止
中）手順については，「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原
子炉を冷却するための手順等」のうち，1.4.2.3(1)ａ.(a)「充てんポンプに
よる原子炉容器への注水」にて整備する。
（新）
充てんポンプによる原子炉容器への注水手順については，「1.4 原子炉冷却
材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」のうち，
1.4.2.1(1)a.(a)「充てんポンプによる原子炉容器への注水」にて整備し，
Ｂ－充てんポンプ（自己冷却）による原子炉容器への注水手順については，
「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための
手順等」のうち，1.4.2.1(2)ａ.(b)「Ｂ－充てんポンプ（自己冷却）による
原子炉容器への注水」にて整備する。また，充てんポンプによる原子炉容器
への注水（発電用原子炉停止中）手順については，「1.4 原子炉冷却材圧力
バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」のうち，
1.4.2.3(1)ａ.(a)「充てんポンプによる原子炉容器への注水」にて整備す
る。

6

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.13　重大事故等時に必要となる水の供給手順等
（SAT113-9 r.14.0）

1.13-78,84,97,100,103,122,307
同上
上記修正に伴い，相違理由を修正した。
また，比較のため，大飯欄に技術的能力1.4の記載を引用した。
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7

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.13　重大事故等時に必要となる水の供給手順等
（SAT113 r.15.0）

1.13-234

条文間で整合を図り，記載を適正化した。
「海を水源とした可搬型大容量海水送水ポンプ車及び放水砲による大気への
放射性物質の拡散抑制」操作の成立性の記載表現について，引用元の技能
1.12の記載と整合を図った。（下線部参照）

（旧）
可搬型大容量海水送水ポンプ車及び放水砲による燃料取扱棟（使用済燃料
ピット内の燃料体等）への放水及び大気への拡散抑制（使用済燃料ピット内
の燃料体等損傷時）の現場操作は，災害対策要員６名にて実施し，所要時間
は，手順着手から280分以内で大気への放射性物質の拡散抑制の準備を完了
することとしている。
（新）
可搬型大容量海水送水ポンプ車及び放水砲による燃料取扱棟（使用済燃料
ピット内の燃料体等）への放水及び大気への拡散抑制（使用済燃料ピット内
の燃料体等損傷時）の操作は，災害対策要員６名にて作業を実施した場合，
作業開始を判断してから大気への放射性物質の拡散抑制の準備を完了するま
で280分以内で可能である。

8

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.13　重大事故等時に必要となる水の供給手順等
（SAT113-9 r.14.0）

1.13-291 同上

9

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.13　重大事故等時に必要となる水の供給手順等
（SAT113 r.15.0）

1.13-241

操作手順について，「高圧注入ポンプによる高圧再循環運転手順」と「高圧
注入ポンプが健全な場合の高圧再循環運転手順」に記載分けしていたが，後
者の手順は「高圧注入ポンプによる高圧再循環運転手順」に含まれることか
ら，冗長な記載を見直し以下のとおり修正した。（下線部参照）
（旧）高圧注入ポンプによる高圧再循環運転及び高圧注入ポンプが健全な場
合の高圧再循環運転手順については，
（新）高圧注入ポンプによる高圧再循環運転手順については，

10

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.13　重大事故等時に必要となる水の供給手順等
（SAT113-9 r.14.0）

1.13-307 同上
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11

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.13　重大事故等時に必要となる水の供給手順等
（SAT113 r.15.0）

1.13-244

技術的能力1.13ヒアリングコメント反映
「(b) 格納容器再循環サンプを水源とした可搬型大型送水ポンプ車を用いた
Ａ－高圧注入ポンプ（海水冷却）による高圧代替再循環運転」は，技術的能
力1.4を引用して記載していたが，引用元の1.4の記載が誤っていた。このた
め，引用元の技術的能力1.4の記載と合わせ，以下のとおり概要の記載を適
正化した。（下線部参照）

（旧）全交流動力電源喪失と１次冷却材喪失事象が同時に発生し，原子炉補
機冷却機能が喪失した場合，１次冷却材喪失事象時における再循環運転時に
原子炉補機冷却機能が喪失した場合，全交流動力電源喪失により，Ａ－高圧
注入ポンプ（海水冷却）による高圧代替再循環運転にて原子炉容器への注水
ができない場合，・・・
（新）全交流動力電源喪失と１次冷却材喪失事象が同時に発生し，原子炉補
機冷却機能が喪失した場合，１次冷却材喪失事象時における再循環運転時に
原子炉補機冷却機能が喪失した場合，全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷
却機能喪失により，高圧注入ポンプによる高圧再循環運転にて原子炉容器へ
の注水ができない場合・・・

引用元となる技術的能力1.4については，1.4.2.1(2)ｄ．(b)及び1.4.2.3(2)
ｆ．(b)の記載内容を修正した。

12

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.13　重大事故等時に必要となる水の供給手順等
（SAT113-9 r.14.0）

1.13-311 同上

13

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.13　重大事故等時に必要となる水の供給手順等
（SAT113 r.15.0）

1.13-245

「(ⅲ) 全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失時の可搬型大型送
水ポンプ車を用いたＡ－高圧注入ポンプ（海水冷却）による高圧代替再循環
運転」の手順名称について，引用元となる技術的能力1.4.2.1(2)ｄ.(b)及び
1.4.2.3(2)ｆ.(b)の記載内容と整合させ，適正化した。（下線部参照）

（旧）
(ⅲ) 全交流動力電源喪失時の可搬型大型送水ポンプ車を用いたＡ－高圧注
入ポンプ（海水冷却）による高圧代替再循環運転
（新）
(ⅲ) 全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失時の可搬型大型送水
ポンプ車を用いたＡ－高圧注入ポンプ（海水冷却）による高圧代替再循環運
転

14

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.13　重大事故等時に必要となる水の供給手順等
（SAT113-9 r.14.0）

1.13-312 同上
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15

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.13　重大事故等時に必要となる水の供給手順等
（SAT113 r.15.0）

1.13-281

脱字修正（下線部参照）

（旧）発電課長
（新）発電課長（当直）

16

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.13　重大事故等時に必要となる水の供給手順等
（SAT113-9 r.14.0）

1.13-352 同上

17

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.13　重大事故等時に必要となる水の供給手順等
（SAT113 r.15.0）

1.13-289～296

付番修正
項目の付番ルールに合っていない箇所について，以下のとおり修正した。

ⅰ→(a)
ⅱ→(b)
ⅲ→(c)

18

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.13　重大事故等時に必要となる水の供給手順等
（SAT113-9 r.14.0）

1.13-362,364～371 同上
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.14　電源の確保に関する手順等（SAT114-9 r.13.0）

1.14-19

女川欄の誤植訂正

期問→期間

2

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.14　電源の確保に関する手順等（SAT114 r.14.0）

1.14-25,54

記載の適正化
「，」から「及び」に修正した。（下線部参照）

（旧）パワーコントロールセンタＡ系，コントロールセンタＡ系並びにパ
ワーコントロールセンタＢ系及びコントロールセンタＢ系
（新）パワーコントロールセンタＡ系及びコントロールセンタＡ系並びにパ
ワーコントロールセンタＢ系及びコントロールセンタＢ系

（旧）可搬型代替直流電源設備（可搬型直流電源用発電機，可搬型直流変換
器）
（新）可搬型代替直流電源設備（可搬型直流電源用発電機及び可搬型直流変
換器）

3

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.14　電源の確保に関する手順等（SAT114-9 r.13.0）

1.14-28,71 同上

4

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.14　電源の確保に関する手順等（SAT114 r.14.0）

1.14-26

操作手順の記載を適正化した。（下線部参照）

（旧）可搬型代替電源車を起動及び並列操作を実施する。
（新）可搬型代替電源車の起動及び並列操作を実施する。

5

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.14　電源の確保に関する手順等（SAT114-9 r.13.0）

1.14-29 同上

6

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.14　電源の確保に関する手順等（SAT114 r.14.0）

1.14-60,61

条文内整合のため，記載を適正化した。（下線部参照）

（旧）［優先５.の開閉所設備を使用したメタクラＡ系又はメタクラＢ系受
電の場合］
（新）［優先５.開閉所設備を使用したメタクラＡ系又はメタクラＢ系受電
の場合］

（旧）［優先６.の号炉間連絡予備ケーブルを使用したメタクラＡ系又はメ
タクラＢ系受電の場合］
（新）［優先６.号炉間連絡予備ケーブルを使用したメタクラＡ系又はメタ
クラＢ系受電の場合］

技術的能力 1.14 電源の確保に関する手順等
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7

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.14　電源の確保に関する手順等（SAT114-9 r.13.0）

1.14-79 同上

8

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.14　電源の確保に関する手順等（SAT114 r.14.0）

1.14-63

条文内整合のため，手順のリンク先に係る記載を適正化した。（下線部参
照）

（旧）
代替非常用発電機又は可搬型代替電源車への燃料補給の手順は，1.14.2.4
「燃料の補給手順」にて整備する。
（新）
代替非常用発電機又は可搬型代替電源車への燃料補給の手順については，
1.14.2.4「燃料の補給手順」にて整備する。

9

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.14　電源の確保に関する手順等（SAT114-9 r.13.0）

1.14-82 同上

10

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.14　電源の確保に関する手順等（SAT114 r.14.0）

1.14-81

条文内で整合を図り，記載を適正化した。
代替電源（直流）による対応手段で使用する所内常設蓄電式直流電源設備及
び可搬型代替直流電源設備の優先順位に関する記載表現を適正化した。（下
線部参照）

（旧）
代替電源（直流）からの給電をすることで，24時間にわたって給電を確保す
ることができることから・・・
（新）
所内常設蓄電式直流電源設備による代替電源（直流）からの給電をすること
で，24時間にわたって給電を確保することができることから・・・

（旧）
全交流動力電源喪失時に，後備蓄電池による代替電源（直流）からの給電
は，24時間以降に電圧が低下するため，・・・
（新）
全交流動力電源喪失時に，所内常設蓄電式直流電源設備による代替電源（直
流）からの給電は，24時間以降に電圧が低下するため，・・・

11

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.14　電源の確保に関する手順等（SAT114-9 r.13.0）

1.14-108 同上
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12

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.14　電源の確保に関する手順等（SAT114 r.14.0） 1.14-83

第1.14.1表　機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順
記載の適正化

設備分類の項目について，ディーゼル発電機燃料油移送ポンプ及びディーゼ
ル発電機設備（燃料油設備）配管・弁については設備分類「ａ」のみ記載し
ていたが，非常用交流電源設備による給電時には，有効性評価（37条）に適
合する重大事故等対処設備「ｂ」に該当することから，設備分類を「ａ」か
ら「ａ，ｂ」へ修正した。

13

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.14　電源の確保に関する手順等（SAT114-9 r.13.0）

1.14-110 同上

14

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.14　電源の確保に関する手順等（SAT114 r.14.0）

1.14-203

技術的能力1.9の修正を反映した。
添付資料1.14.15　審査基準における要求事項ごとの給電対象設備（7/14）
について，設備名称を以下のとおり修正した。（下線部参照）

（旧）格納容器雰囲気ガスサンプリング圧縮装置
（新）格納容器雰囲気ガス試料採取設備

15

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.14　電源の確保に関する手順等（SAT114-9 r.13.0）

1.14-274 同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.15　事故時の計装に関する手順等（SAT115 r.13.0）

1.15-3

記載適正化のため，以下のとおり修正した。（下線部参照）
（旧）＜要求事項＞
（新）【要求事項】
（旧）【解釈】１．「当該重大事故等に対処する…
（新）【解釈】１　「当該重大事故等に対処する…

2

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.15　事故時の計装に関する手順等（SAT115-9
r.12.0）

1.15-4 同上

3

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.15　事故時の計装に関する手順等（SAT115 r.13.0）

1.15-29

他条文との整合を図り，以下のとおり修正した。（下線部参照）

整備する手順書
（旧）余熱除去設備の異常時における対応手順書等
　　　全交流動力電源喪失時における対応手順書等
（新）余熱除去設備の異常時における対応手順書
　　　全交流動力電源喪失時における対応手順書

手順書の分類
（旧）故障及び設計基準事象に対処する運転手順書
（新）故障及び設計基準事故に対処する運転手順書

対処設備
（旧）後備変圧器
　　　号炉間電力融通設備
　　　開閉所設備
（新）後備変圧器＊２
　　　号炉間電力融通設備＊２
　　　開閉所設備＊２

4

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.15　事故時の計装に関する手順等（SAT115-9
r.12.0）

1.15-53 同上

5

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.15　事故時の計装に関する手順等（SAT115 r.13.0）

1.15-574,576,612,652

他条文との整合を図り，手順名称を以下のとおり修正した。（下線部参照）
（旧）全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能喪失…
（新）全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失…

技術的能力 1.15 事故時の計装に関する手順等
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

6

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.15　事故時の計装に関する手順等（SAT115-9
r.12.0）

添1.15-542,544,580,620 同上

7

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.15　事故時の計装に関する手順等（SAT115 r.13.0） 1.15-1135

誤記訂正のため，以下のとおり修正した。（下線部参照）
（旧）
②１次冷却材圧力（広域）と１次冷却材温度（広域－高温側），サブクール
度指示値により，原子炉圧力容器内のサブクール状態を監視することで原子
炉圧力炉容器の水位を推定することとしている。
（新）
②１次冷却材圧力（広域）と１次冷却材温度（広域－高温側），サブクール
度指示値により，原子炉圧力容器内のサブクール状態を監視することで原子
炉圧力容器の水位を推定することとしている。

8

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.15　事故時の計装に関する手順等（SAT115 r.13.0）

1.15-1138

記載適正化のため，以下のとおり修正した。（下線部参照）
（旧）飽和状態又は過熱状態を監視することで原子炉圧力容器内の水位が，
（新）飽和状態又は過熱状態を監視することで，原子炉圧力容器内の水位
が，

9

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.15　事故時の計装に関する手順等（SAT115-9
r.12.0）

添1.15-1183 同上

10

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.15　事故時の計装に関する手順等（SAT115 r.13.0）

1.15-1139

誤記訂正のため，第１図の縦軸タイトルを以下のとおり修正した。（下線部
参照）
（旧）１次系冷却材圧力（MPa[gage]）
（新）１次冷却材圧力（MPa[gage]）

11

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.15　事故時の計装に関する手順等（SAT115-9
r.12.0）

添1.15-1185 同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.16 原子炉制御室の居住性等に関する手順等（SAT116
r.14.0）

1.16-13

女川審査実績を踏まえ，「ａ．交流動力電源が確保されている場合」の記載
を適正化した。（下線部参照）

（旧）重大事故等が発生した場合に，交流動力電源が正常な場合において，
（新）重大事故等時に，交流動力電源が正常な場合において，

2

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.16 原子炉制御室の居住性等に関する手順等
（SAT116-9 r.13.0）

1.16-14
同上
上記修正に伴い，相違理由を削除した。

3

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.16 原子炉制御室の居住性等に関する手順等（SAT116
r.14.0）

1.16-30

技術的能力1.10と整合を図るため，操作手順の記載を適正化した。（下線部
参照）

（旧）アニュラス空気浄化設備の運転による放射性物質の濃度を低減する手
順の概要は以下のとおり。
（新）アニュラス空気浄化設備の運転により放射性物質の濃度を低減する手
順の概要は以下のとおり。

4

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.16 原子炉制御室の居住性等に関する手順等
（SAT116-9 r.13.0）

1.16-35 同上

5

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.16 原子炉制御室の居住性等に関する手順等（SAT116
r.14.0）

1.16-38

第1.16.2表　重大事故等対処に係る監視計器
参照先手順項目の附番を適正化（下線部参照）

（旧）
「1.10 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための手順等」のう
ち，1.10.2.1(1)ａ．「交流動力電源及び常設直流電源が健全である場合の
操作手順」の操作手順と同様である。
（新）
「1.10 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための手順等」のう
ち，1.10.2.1(1)ａ．(a)「交流動力電源及び常設直流電源が健全である場合
の操作手順」の操作手順と同様である。

6

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.16 原子炉制御室の居住性等に関する手順等
（SAT116-9 r.13.0）

1.16-45 同上

技術的能力 1.16 原子炉制御室の居住性等に関する手順等
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

7

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.16 原子炉制御室の居住性等に関する手順等（SAT116
r.14.0） 1.16-45

本文と記載を整合させ，下記の通り図のタイトルの記載を適正化した。（下
線部参照）

（旧）
第1.16.9図　現場操作アクセスルート（外気取入れのためのダンパ開及び閉
処置）（1/2）
（新）
第1.16.9図　現場操作アクセスルート（外気取入れ運転のためのダンパ開及
び閉処置）（1/2）

また，同図（2/2）についても同様に修正を行った。

8

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.16 原子炉制御室の居住性等に関する手順等
（SAT116-9 r.13.0）

1.16-51 同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.17 監視測定等に関する手順等（SAT117 r.14.0）

1.17-46

他条文との整合のため、以下の記載を追記した。（下線部参照）

　添付資料1.17.1　審査基準，基準規則と対処設備との対応表（2/2）

（旧）

（新）

2

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.17 監視測定等に関する手順等（SAT117-9 r.14.0）

1.17-50 同上

技術的能力 1.17 監視測定等に関する手順等

常設代替交流電源設備 新

常設代替交流電源設備 既

設
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.18　緊急時対策所の居住性等に関する手順等
（SAT118 r.15.0）

1.18-15

条文内記載整合のため，以下の記載を適正化
（旧）可搬型新設緊急時対策所空気浄化ファンへの切替手順を整備する。
（新）可搬型空気浄化装置への切替手順を整備する。

2

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.18　緊急時対策所の居住性等に関する手順等
（SAT118-9 r.15.0）

1.18-27

同上

3

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.18　緊急時対策所の居住性等に関する手順等
（SAT118 r.15.0）

1.18-42

第1.18.15図　緊急時対策所　給電系統概要図の記載適正化

4

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.18　緊急時対策所の居住性等に関する手順等
（SAT118-9 r.15.0）

1.18図表22

同上

5

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.18　緊急時対策所の居住性等に関する手順等
（SAT118 r.15.0）

1.18-106

第1.18.46図　緊急時対策所電源構成の記載適正化

6

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.18　緊急時対策所の居住性等に関する手順等
（SAT118-9 r.15.0）

1.18-添付資料68

同上

技術的能力 1.18 緊急時対策所の居住性等に関する手順等

1/1 81



泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料
2.1　可搬型設備等による対応（SAT201 r.14.0）

(本文)
2.1-51～53

第2.1.2図（1/3）～（3/3）について，同じ図番（「第2.1.2図」）であるが，
（1/3）～（3/3）の各図の図題には説明する自然現象名を含んでおり，各図で
図題が異なっていた。このため，以下のとおり，第2.1.2図（1/3）～（3/3）
で共通の図題を「大規模な自然災害により生じ得る発電用原子炉施設の状況」
とし，「（1/3）」～「（3/3）」の後に，各図で説明する自然現象名を記載す
る構文に見直した。（下線部参照）

（旧）大規模な自然災害（地震）により生じ得る発電用原子炉施設の状況
（1/3）
（新）大規模な自然災害により生じ得る発電用原子炉施設の状況（1/3）（地
震）

（旧）大規模な自然災害（津波）により生じ得る発電用原子炉施設の状況
（2/3）
（新）大規模な自然災害により生じ得る発電用原子炉施設の状況（2/3）（津
波）

（旧）大規模な自然災害（地震と津波の重畳）により生じ得る発電用原子炉施
設の状況（3/3）
（新）大規模な自然災害により生じ得る発電用原子炉施設の状況（3/3）（地
震と津波の重畳）

2

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料　比較表
2.1　可搬型設備等による対応（SAT201-9 r.13.0）

(本文 比較表)
2.1-232～234

同上。
また，本修正に伴い，大飯，女川とは異なる図題の構文となるため，相違識別
及び相違理由を記載した。なお，図題として，各図で説明する自然現象名を記
載していないプラントには，伊方３号（「第2.1.2図 イベントツリーによる評
価（1/5）～（5/5）」），玄海3/4号（「第2.1.2図 大規模な自然災害により
生じうるプラントの状況（1/7）～（7/7）」）等がある。

3

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料
2.1　可搬型設備等による対応（SAT201 r.14.0）

(本文)
2.1-68

第2.1.4表 大規模損壊発生時の対応操作一覧（3/6）について，以下のとおり
に修正し，用語を統一した。（下線部参照）
（旧）格納容器スプレイ
（旧）原子炉格納容器へのスプレイ
（新）原子炉格納容器内へのスプレイ

4

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料　比較表
2.1　可搬型設備等による対応（SAT201-9 r.13.0）

(本文 比較表)
2.1-138

同上。

技術的能力 2.1 可搬型設備等による対応
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5

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料
2.1　可搬型設備等による対応（SAT201 r.14.0） (本文)

2.1-68

第2.1.4表 大規模損壊発生時の対応操作一覧（3/6）のうち，「代替格納容器
スプレイポンプによる原子炉格納容器内へのスプレイ」の内容欄の記載につい
て，以下のとおり記載表現を修正した。（下線部参照）
（旧）全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失が発生した場合に，格
納容器スプレイポンプの故障等により原子炉格納容器内の冷却機能が喪失した
場合に，～
（新）全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失が発生し，原子炉格納
容器スプレイ設備による冷却機能が喪失した場合に，～

技術的能力1.6の記載を踏まえた反映

6

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料　比較表
2.1　可搬型設備等による対応（SAT201-9 r.13.0）

(本文 比較表)
2.1-138

同上。 同上。

7

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料
2.1　可搬型設備等による対応（SAT201 r.14.0）

(本文)
2.1-70

第2.1.4表 大規模損壊発生時の対応操作一覧（5/6）のうち，「号炉間電力融
通」の内容欄について，設備の使用順序に関する記載に誤記があったことか
ら，以下のとおり技術的能力1.14で整備する手順の優先順位と整合した記載と
なるように修正した。
（旧）号炉間連絡ケーブル→号炉間連絡予備ケーブル→開閉所設備
（新）号炉間連絡ケーブル→開閉所設備→号炉間連絡予備ケーブル

技術的能力1.14の記載を踏まえた反映

8

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料　比較表
2.1　可搬型設備等による対応（SAT201-9 r.13.0）

(本文 比較表)
2.1-140

同上。 同上。

9

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料
2.1　可搬型設備等による対応（SAT201 r.14.0）

(本文)
2.1-71

第2.1.4表 大規模損壊発生時の対応操作一覧（6/6）の「可搬型代替直流電源
設備による給電」の内容欄の記載について，以下のとおり記載を適正化した。
（「，」→「及び」）（下線部参照）
（旧）可搬型代替直流電源設備（可搬型直流電源用発電機，可搬型直流変換
器）
（新）可搬型代替直流電源設備（可搬型直流電源用発電機及び可搬型直流変換
器）

技術的能力1.14の適正化内容を反映

10

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料　比較表
2.1　可搬型設備等による対応（SAT201-9 r.13.0）

(本文 比較表)
2.1-141

同上。 同上。

11

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料
2.1　可搬型設備等による対応（SAT201 r.14.0）

(本文)
2.1-71

第2.1.4表 大規模損壊発生時の対応操作一覧（6/6）の「燃料取替用水ピット
への補給」の内容欄の記載について，以下のとおり追記し，脱字を修正した。
（下線部参照）
（旧）原子炉格納容器へのスプレイ
（新）原子炉格納容器内へのスプレイ

12

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料　比較表
2.1　可搬型設備等による対応（SAT201-9 r.13.0）

(本文 比較表)
2.1-141

同上。
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13

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料
2.1　可搬型設備等による対応（SAT201 r.14.0）

　　　　　　　　 (本文)
　　　　　2.1- 84， 85， 86，
　　　　　　　110，112，117，121，
　　　　　　　128，131

以下の表について，技術的能力1.2，1.4，1.5の適正化内容を反映した。
・第2.1.5表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順
（1.2）（2/4）,（3/4）,（4/4）
・第2.1.7表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順
（1.4）（10/22）,（12/22）,（17/22）,（21/22）
・第2.1.8表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順
（1.5）（4/8）,（7/8）

（適正化内容）蒸気発生器への注水手段の注記（＊書き）のうち，蒸気発生器
へ淡水又は海水を長時間注水する場合は蒸気発生器ブローダウンラインにより
排水を行うことを示す注記について，必要な箇所に注記を追記するとともに，
注記の記載内容について条文内及び条文間整合を図った。

技術的能力1.2，1.4及び1.5の適正化内容
を反映（技術的能力1.2については，
R5.11.21 ヒアリング資料の適正化内容の
反映。）

14

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料　比較表
2.1　可搬型設備等による対応（SAT201-9 r.13.0）

　　　　　　 (本文 比較表)
　　　　　2.1-144，145，146，
　　　　　　　165，167，171，174，
　　　　　　　179，181

同上。 同上。

15

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料
2.1　可搬型設備等による対応（SAT201 r.14.0）

(本文)
2.1-111，112

以下の表について，技術的能力1.4の適正化内容を反映した。
・第2.1.7表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順
（1.4）（11/22）,（12/22）

（適正化内容）「機能喪失を想定する設計基準事故対処設備」として「原子炉
補機冷却設備」を追加した。

技術的能力1.4の適正化内容を反映

16

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料　比較表
2.1　可搬型設備等による対応（SAT201-9 r.13.0）

(本文 比較表)
2.1-166，167

同上。 同上。

17

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料
2.1　可搬型設備等による対応（SAT201 r.14.0） (本文)

2.1-148，149

以下の表について，技術的能力1.7の修正事項を反映した。
・第2.1.10表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順
（1.7）（3/4）,（4/4）

（適正化内容）分類欄の記載について，以下のとおり追記し，記載の統一を
図った。（下線部参照）
（旧）～（全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能喪失）
（新）～（全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失）

技術的能力1.7の修正事項を反映

18

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料　比較表
2.1　可搬型設備等による対応（SAT201-9 r.13.0）

(本文 比較表)
2.1-194

同上。 同上。
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19

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料
2.1　可搬型設備等による対応（SAT201 r.14.0） (本文)

2.1-163

以下の表について，技術的能力1.9の適正化内容を反映した。
・第2.1.12表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順
（1.9）（2/2）

（適正化内容）対処設備欄の記載について，以下の設備の記載を削除した（当
該設備は「格納容器雰囲気ガス試料採取設備」に含む整理としており，重複記
載になっていた）。
（旧）格納容器雰囲気ガスサンプリング圧縮装置
（新）（削除）

技術的能力1.9の適正化内容を反映

20

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料　比較表
2.1　可搬型設備等による対応（SAT201-9 r.13.0）

(本文 比較表)
2.1-203

同上。 同上。

21

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料
2.1　可搬型設備等による対応（SAT201 r.14.0） (本文)

2.1-196

以下の表について，技術的能力1.13の適正化内容を反映した。
・第2.1.16表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順
（1.13）（17/17）

（適正化内容）「水源の切替え」で使用する設備については，他条項で整理し
ている当該水源を用いた注水手順で使用する設備に合わせて，関連する全ての
設備を記載していたが，水源切替え手順で使用する目的の設備を直接的に表し
ているのは，水源及びポンプであることから，女川審査実績を参考に設備を適
正化した。

技術的能力1.13（R5.11.21 ヒアリング資
料）の適正化内容を反映

22

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料　比較表
2.1　可搬型設備等による対応（SAT201-9 r.13.0）

(本文 比較表)
2.1-224

同上。 同上。

23

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料
2.1　可搬型設備等による対応（SAT201 r.14.0）

(本文)
2.1-198

以下のとおり記載を適正化した。（「，」→「及び」）（下線部参照）
（旧）可搬型代替直流電源設備（可搬型直流電源用発電機，可搬型直流変換
器）
（新）可搬型代替直流電源設備（可搬型直流電源用発電機及び可搬型直流変換
器）

技術的能力1.14の適正化内容を反映

24

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料　比較表
2.1　可搬型設備等による対応（SAT201-9 r.13.0）

(本文 比較表)
2.1-103

同上。 同上。
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25

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料
2.1　可搬型設備等による対応（SAT201 r.14.0） (本文)

2.1-199

以下の表について，技術的能力1.14の修正事項を反映した。
・第2.1.17表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順
（1.14）（1/5）

（適正化内容）設備分類の項目について，ディーゼル発電機燃料油移送ポンプ
及びディーゼル発電機設備（燃料油設備）配管・弁については設備分類「ａ」
として記載していたが，非常用交流電源設備による給電においては，有効性評
価（37条）に適合する設備であることから「ａ，ｂ」へ修正した。

技術的能力1.14の適正化内容を反映

26

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原子
炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置
を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」に
係る適合状況説明資料　比較表
2.1　可搬型設備等による対応（SAT201-9 r.13.0）

(本文 比較表)
2.1-225

同上。 同上。
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